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第
二
十
八
回
通
常
総
会
を
開
催

役
員
改
選
、深
海
信
彦
氏
を
理
事
長
に
再
任

第
七
号
議
案

一
組
合
員
に
対
す
る
貸
し
付
け
、

又
は
一
組
合
員
の
為
に
す
る
債
務

保
証
の
残
高
の
最
高
限
度
に
関
す

る
件
（
服
部
常
務
理
事
）

第
九
号
議
案

全
国
美
術
連
合
会
加
入
の
件
（
伊

波
常
務
理
事
）

理
事
役
員
七
十
歳
定
年
の
件
（
深

海
理
事
長
）

　

な
お
第
二
号
議
案
（
共
同
販
売
事

業
）
大
刀
剣
市
日
程
に
際
し
て
質
問

が
な
さ
れ
た
。
深
海
理
事
長
よ
り
今

後
情
報
を
把
握
し
て
日
程
調
整
す
る

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。
上
記
議
案

は
す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
第
八
号
議
案
（
役
員
改

選
）
に
入
り
、
議
長
を
冥
賀
副
理
事

長
に
代
わ
り
選
挙
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
続
い
て
投
票
に
移
り
、
そ
の
結

果
は
町
田
久
雄
選
挙
管
理
委
員
長
か

ら
発
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
選
挙
に
よ
っ
て
満
場
一
致
で

深
海
信
彦
氏
が
理
事
長
に
再
任
さ
れ

た
。
平
成
二
十
七
年
度
の
役
員
は
下

表
の
通
り
。

　

最
後
に
冥
賀
副
理
事
長
か
ら
閉
会

の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
第
二
十
八
回
通

常
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

�

（
清
水
儀
孝
）

審
議
に
入
っ
た
。

　

今
年
度
は
第
八
号
議
案
が
役
員
改

選
な
の
で
、
こ
れ
を
後
に
回
し
、
第

一
号
議
案
か
ら
第
九
号
議
案
の
審
議

に
入
っ
た
。
議
案
は
次
の
通
り
。

第
一
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件
（
清
水
専
務
理
事
）

平
成
二
十
六
年
度
会
計
報
告
承
認

の
件
（
伊
波
常
務
理
事
）

（
会
計
監
査
／
笠
原
・
佐
藤
両
監
事
）

第
二
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
案
決

定
の
件
（
清
水
専
務
理
事
）

第
三
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
収
支
予
算
案
決

定
の
件
（
伊
波
常
務
理
事
）

第
四
号
議
案

役
員
報
酬
の
件（
服
部
常
務
理
事
）

第
五
号
議
案

経
費
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
に
関
す

る
件
（
服
部
常
務
理
事
）

第
六
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
借
入
金
残
高
の

最
高
限
度
額
に
関
す
る
件
（
服
部

常
務
理
事
）

交
換
会
開
催
も
相
ま
っ
て
、
早
朝
か

ら
全
国
各
地
よ
り
多
数
の
組
合
員
が

参
集
さ
れ
た
。

　

午
前
十
時
、
司
会
担
当
の
松
本
義

行
氏
よ
り
総
会
出
席

状
況
の
報
告
が
あ

り
、
組
合
員
総
数
百

七
十
六
名
中
出
席
六

十
名
、
委
任
状
提
出

三
十
四
名
、
合
計
九

十
四
名
と
過
半
数
に

達
し
た
た
め
、
総
会

は
成
立
す
る
こ
と
が

告
げ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
猿
田
副
理

事
長
が
開
会
の
辞
を

述
べ
、
次
い
で
深
海

理
事
長
よ
り
ご
挨
拶

が
あ
っ
た
。
次
に
司

会
者
が
議
長
選
出
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
、

会
場
よ
り
「
司
会
者

一
任
」
と
の
声
が
か

か
り
、
司
会
者
が
深

海
理
事
長
を
指
名
し

た
。
直
ち
に
議
案
の

　

風
薫
る
五
月
十
七
日
㈰
、
晴
天
の

良
き
日
に
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お

い
て
全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
は
第

二
十
八
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

第28回通常総会の会場風景

平成27年度役員
役職名 氏　　名

理 事 長 深  海　信  彦
副理事長 猿  田　慎  男
副理事長 冥  賀　吉  也
専務理事 清  水　儀  孝
常務理事 伊  波　賢  一
常務理事 服  部　暁  治
理　　事 赤  荻　　稔
理　　事 飯  田　慶  久
理　　事 佐  藤　　均
理　　事 嶋  田　伸  夫
理　　事 生  野　　正
理　　事 瀬  下　　明
理　　事 綱  取　譲  一
理　　事 土  肥　豊  久
理　　事 松  本　義  行
理　　事 持  田　具  宏
理　　事 吉  井　唯  夫
監　　事 大  平　岳  子
監　　事 木  村　義  治

映画｢たたら侍｣の撮影が快調にスタート！ 　来年公開予定の「たたら侍」
（監督／錦織良成、主演／青柳
翔）は中世の奥出雲を舞台に、
日本刀の原材料たる玉鋼を生み
出すために古来より行われてき
た「たたら吹き」と呼ばれる製
鉄技術とその技術継承の過程
を、一人の若者の葛藤を通じて
紡ぎ出すという日本刀愛好家に
とっても大変魅力的な内容の
時代劇映画です（本紙第23号既
報）。このほど、出演する吉原義
一刀匠の鍛錬場で撮影が行われ
ました。錦織監督の「本番スター
ト！ 」の掛け声を合図にカメラ
が回り、静まり返った仕事場に
燃え上がる炎と、吉原師の真剣
な眼差しが印象的でした。
� （今津同力）
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ロシア武道連盟に贈呈される太刀

　

昨
年
は
、
日
本
・
ロ
シ
ア
両
国
首
脳

に
よ
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
た
「
日
露
武

道
交
流
年
」
と
な
り
、
記
念
事
業
と
し

て
多
く
の
武
道
の
交
流
が
、
両
国
の
各

都
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

刀
剣
業
界
に
お
い
て
も
、
昨
年
十
月

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
ロ
シ
ア
支
部
の
主
催
で
日
本
刀
古
式

鍛
錬
実
演
会
が
モ
ス
ク
ワ
市
内
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
代
若
手
刀
匠

四
名
が
ロ
シ
ア
支
部
の
招
待
を
受
け
て

現
地
に
趣
き
、
古
式
鍛
錬
を
ロ
シ
ア
の

人
々
の
前
で
公
開
実
演
し
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
内
で
見
事
な
太
刀
を

製
作
し
た
こ
と
は
、
本
紙
二
十
号
で
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
人
刀

職
者
に
よ
り
鎺
と
白
鞘
が
製
作
さ
れ
、

研
ぎ
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
太
刀
の
諸
工
作
に
携
わ
っ
た
ロ

シ
ア
人
刀
職
者
の
方
々
は
特
別
な
経
緯

で
製
作
さ
れ
た
太
刀
で
あ
る
た
め
に
、

い
つ
に
な
く
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
取

り
組
ん
だ
と
、
感
慨
深
げ
に
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
太
刀
は
、
当
初
よ
り
ロ
シ

ア
武
道
連
盟
へ
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
六
月
三
日
に
ク
レ
ム

リ
ン
宮
殿
内
で
開
催
さ
れ
た
ロ
シ
ア
武

道
連
盟
総
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
席

で
、
正
式
に
ロ
シ
ア
支
部
よ
り
ロ
シ
ア

武
道
連
盟
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
武
道
連

盟
か
ら
は
、
ロ
シ

ア
で
初
の
正
式
な

鍛
錬
に
よ
っ
て
製

作
さ
れ
た
太
刀
を

寄
贈
さ
れ
る
栄
誉

に
対
し
て
、
ロ
シ

ア
支
部
へ
深
い
感

謝
と
感
動
の
言
葉

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ロ
シ
ア
支
部
が

こ
の
よ
う
な
両
国
の
公
認
事
業
に
参
加

で
き
た
の
も
、
ご
支
援
と
ご
後
援
を
い

た
だ
い
た
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀

剣
保
存
協
会
、
在
ロ
シ
ア
日
本
大
使

館
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
古
式
鍛
錬
会
に

参
加
い
た
だ
い
た
工
藤
将
成
（
群
馬
）、

田
中
貞
徳
（
千
葉
）、
高
橋
恒
厳
（
群

馬
）、
吉
田
康
隆
（
山
梨
）
の
四
刀
匠

の
並
々
な
ら
ぬ
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
皆
さ
ま
に
は
日
本
刀
の
古

式
鍛
錬
を
併
せ
て
見
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
今
後
は
玉
鋼
と
い
う
日
本
古
来

の
特
別
な
鉄
を
使
用
し
、
炎
と
土
と
水

の
力
を
得
な
が
ら
製
作
す
る
姿
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
作
品
を
深
く
鑑
賞
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
ロ

シ
ア
に
あ
っ
て
錆
び
込
ん
で
い
る
日
本

刀
を
救
済
す
る
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
進
展
を
見
守
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
度
の
太
刀
を
贈
呈
す
る
記
念
式

典
を
終
え
、「
２
０
１
４
年
日
露
武
道

交
流
年
」
記
念
事
業
・
日
本
刀
古
式
鍛

錬
実
演
会
す
べ
て
が
滞
り
な
く
完
了
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

�

（
嶋
田
伸
夫
）

（
公
財
）日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
ロ
シ
ア
支
部
よ
り

ロ
シ
ア
武
道
連
盟
へ
太
刀
を
寄
贈

共
に
過
ご
し
た
時
間
は
、
日
本
刀
協
会

の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
長
い
間
抱
い
て

い
た
夢
を
叶
え
る
幸
せ
な
時
で
し
た
。

  

白
髭
さ
ん
に
刀
と
剣
客
の
境
地
の
世

界
に
導
か
れ
た
私
た
ち
は
、
植
野
さ
ん

の
お
話
か
ら
日
本
刀
の
聖
地
で
あ
る
備

前
長
船
が
生
み
出
し
た
刀
に
思
い
を
馳

せ
、
漫
画
家
の
か
ま
た
き
み
こ
さ
ん
に

は
、
短
刀
の
外
装
・
刀
身
彫
刻
の
デ
ザ

イ
ン
実
習
を
通
し
て
刀
へ
の
親
し
み
を

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
日
本
刀
匠
会
の
三
上
貞

直
刀
匠
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
後
、
鍛
錬

と
焼
入
れ
の
実
演
会
場
で
あ
る
市
庁
舎

中
庭
に
向
か
い
ま
し
た
。
寒
い
夜
に
飛

び
跳
ね
る
火
花
の
中
に
映
え
る
三
上
刀

匠
の
白
い
装
束
、
火
と
水
の
力
を
借
り

て
作
り
上
げ
ら
れ
る
鋼
の
魅
力
に
、
私

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
の
阿
部
一
紀
さ
ん
が
、
研
磨
の
仕
上

げ
で
最
も
秘
伝
と
さ
れ
る
技
術
を
実
演

し
た
日
本
の
手
仕
事
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
研
師
は
じ
め
来
館
者
の
方
々
に
深
く

感
動
を
与
え
ま
し
た
。
石
崎
三
郎
さ
ん

か
ら
は
鞘
の
役
割
と
丁
寧
な
手
入
れ

を
学
び
、
刀
を
適
切
に
保
管
す
る
必

要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。
木
下
宗
風
さ

ん
と
片
山
重
恒
さ
ん

か
ら
は
刀
と
鐔
を
飾

る
彫
り
物
の
意
味
と

美
的
感
覚
に
つ
い
て

伺
い
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
実
演
を

見
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

は
、
日
本
刀
が
優
れ

た
技
と
個
性
を
持
つ

多
く
の
職
人
の
協
力

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
感
激
し

て
い
ま
し
た
。
ま
さ

に
三
上
刀
匠
の
モ
ッ

ト
ー
「
自
他
共
生
」

を
実
感
す
る
大
変
貴

重
な
経
験
で
し
た
。

　

鐔
展
の
学
芸
員
で
も
あ
っ
た
ク
シ
シ

ュ
ト
フ･

ポ
ラ
ッ
ク
日
本
刀
協
会
名
誉

会
長
は
そ
の
と
き
の
思
い
出
を
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
ト
ル
ン
の
博

物
館
に
集
ま
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々

は
、
日
本
の
皆
さ
ま
と
触
れ
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
刀
の
知
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
日
本
刀
に
は
人
と
人
を
繋
ぐ
力
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
昔
、
人
の
絆
を
斬
る
た
め
に
使

わ
れ
た
刀
は
、
今
国
境
を
越
え
て
、
人

と
人
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。」

　

ま
た
、
ト
ル
ン
地
域
博
物
館
の
マ
レ

ッ
ク･

ル
ブ
ニ
コ
ビ
ッ
チ
館
長
は
「
日

本
の
皆
さ
ま
の
参
加
に
よ
り
鐔
展
が
高

く
評
価
さ
れ
、
昨
年
、
文
化
大
臣
か

ら
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
も
名
誉
あ
る

『
シ
ビ
ッ
ラ
２
０
１
４
年
』
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
協
会
も
、
こ
の
よ
う
に
み

ん
な
に
喜
ば
れ
る
交
流
が
さ
ら
に
発
展

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
絆
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
お
け
る
日
本
刀
の
補
修
や
実
践
的

な
知
識
を
持
つ
専
門
家
の
育
成
な
ど
、

私
た
ち
だ
け
の
力
で
解
決
で
き
な
い
多

く
の
課
題
に
対
す
る
光
明
と
な
る
こ
と

を
心
よ
り
望
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
古
刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
の
展

示
会
の
来
年
開
催
を
目
指
し
て
、
そ
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
方

の
ご
協
力
を
得
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内

に
あ
る
日
本
刀
の
補
修
、
お
よ
び
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
人
々
の
日
本
刀
の
強
さ
と
美

し
さ
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
が
ぜ
ひ

実
現
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
調
査
団
の
皆
さ
ま
、
な
ら
び

に
そ
の
貴
重
な
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
機
関
の
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
翻
訳
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
在
住
の
小
見
ア

ン
ナ
さ
ん
）

理
論
的
な
知
識
を
得
た
私
た
ち
は
、
刀

に
つ
い
て
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
欠
け

て
い
る
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
二
〇
一
二
年
に
出
張
で

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
居
合
剣
術
と
日

本
刀
を
趣
味
と
す
る
白
髭
修
一
さ
ん
と

出
会
い
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
愛
刀
家
と
の
初
対
面
で
緊

張
す
る
私
た
ち
は
、
持
参
し
た
刀
を
机

に
並
べ
て
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
刀
が
鞘
か
ら
抜
か
れ
た
途
端
、

日
本
刀
の
愛
好
家
に
共
通
す
る
感
情

が
湧
き
上
が
り
、
当
初
の
緊
張
感
が
消

え
、
私
た
ち
が
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
作
品
の
保
存
状
態

へ
の
心
配
や
、
私
た
ち
の
知
識
不
足
な

ど
に
つ
い
て
相
談
し
て
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
出
会
い
を
契
機
と
し
た
皆
さ
ま

方
の
ご
尽
力
の
お
か
げ

で
、
二
〇
一
三
年
に
備

前
長
船
刀
剣
博
物
館
の

植
野
哲
也
学
芸
員
を
団

長
と
す
る
調
査
団
が
ポ

ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
、
各

地
の
博
物
館
で
日
本
刀

の
現
状
を
調
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
ト
ル
ン
地
域
博

物
館
で
の
「
鐔
―
日
本

の
装
飾
芸
術
の
傑
作
」

展
の
開
会
式
へ
の
出
席

と
と
も
に
、
大
勢
集
ま

っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の

た
め
に
講
演
と
実
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
ル

ン
で
団
員
の
皆
さ
ま
と

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
刀
協
会
は
、
半
世

紀
以
上
の
歴
史
を
誇
る
「
古
武
具
と
紋

章
愛
好
家
協
会
」
に
所
属
し
、
国
内
で

の
日
本
刀
の
文
化
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
昔
か
ら
日
本
人
の

魂
を
象
徴
す
る
刀
に
魅
せ
ら
れ
た
人
が

多
く
、
各
地
の
博
物
館
と
個
人
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
は
貴
重
な
作
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
日
本
刀
協
会
の
私
た
ち

も
、
刀
の
持
つ
究
極
的
な
強
さ
と
美
し

さ
に
心
を
奪
わ
れ
、
そ
れ
を
生
み
出

し
た
歴
史
・
思
想
・
技
法
に
つ
い
て
自

力
で
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
勉
強
会
・
展
示

会
、
あ
る
い
は
出
版
さ
れ
た
専
門
書
を

通
じ
て
日
本
刀
へ
の
関
心
と
理
解
を
さ

ら
に
深
め
よ
う
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
人
の
刀
剣
の
専
門
家

と
の
交
流
が
な
く
、
限
ら
れ
た
資
料
で

■
平
成
二
十
五
年
十
月
、
日
本
刀
の
講
演
と
実
演
を
中
心
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
本
格
的
な
文

化
交
流
が
行
わ
れ
た
（
本
紙
第
十
五
号
既
報
）。
そ
の
折
に
訪
問
団
が
協
力
し
た
ト
ル
ン
地
域

博
物
館
で
の
「
鐔
―
日
本
の
装
飾
芸
術
の
傑
作
」
展
が
こ
の
ほ
ど
、
文
化
大
臣
か
ら
最
も
名

誉
あ
る
「
シ
ビ
ッ
ラ
２
０
１
４
年
」
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
機
会
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
刀

剣
事
情
と
今
後
の
構
想
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
。

人
と
人
と
を
繋つ

な

ぐ
刀

特別寄稿

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
刀
協
会
会
長　
　
　

ヤ
ツ
ェ
ク
・
カ
ジ
ミ
ェ
ロ
フ
ス
キ

オープニングで挨拶するマレック･ルブニコビッチ館長

｢鐔展」の会場風景

トルン博物館と ｢鐔展｣ 図録
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５月10日　銀座長州屋にて『刀剣界』
第23号編集委員会を開催（再校）。
出席者、深海理事長・服部常務理事・
土子民夫氏
17日　東京美術倶楽部にて第28回通常
総会を開催。出席60名、委任状34名、
計94名。役員選任投票により新理事
17名、監事２名選ばれる。深海信彦
氏、理事長に再任される
17日　東京美術倶楽部にて組合交換会
を開催。参加71名、出来高9,745,000
円
17日　東京美術倶楽部にて『全刀商』
第24号・『刀剣界』第24号編集委員
会を開催（企画）。出席者、深海理
事長・冥賀副理事長・伊波常務理事・
服部常務理事・嶋田理事・生野理事・
瀬下理事・綱取理事・松本理事・持
田理事・飯田慶雄氏・瀬下昌彦氏・
土肥富康氏・土子氏
26日　新旧役員懇談会を開催。出席者、
深海理事長・猿田副理事長・清水専
務理事・伊波常務理事・服部常務理
事・赤荻理事・飯田理事・嶋田理事・
生野理事・瀬下理事・綱取理事・持
田理事・大平監事・髙橋前理事
６月１日　銀座刀剣倶楽部会場にて
『全刀商』第24号編集委員会を開催
（企画）。出席者、深海理事長・清水
専務理事・服部常務理事・赤荻理事・
嶋田理事・生野理事・綱取理事・持
田理事・松本理事・土子氏

５日　当組合顧問・町村信孝衆議院議
員告別式に深海理事長が参列

17日　東京美術倶楽部にて組合交
換会を開催。参加55名、出来高
12,223,500円

17日　東京美術倶楽部にて理事会を開
催。出席者、深海理事長・猿田副理
事長・冥賀副理事長・清水専務理事・
伊波常務理事・服部常務理事・赤荻
理事・佐藤理事・嶋田理事・生野理
事・瀬下理事・綱取理事・松本理事・
持田理事・吉井理事・大平監事・木
村監事

17日　東京美術倶楽部にて『全刀商』
第24号・『刀剣界』第24号編集委員
会を開催（校正）。出席者、深海理
事長・冥賀副理事長・清水専務理事・
伊波常務理事・服部常務理事・赤荻
理事・嶋田理事・生野理事・瀬下理
事・綱取理事・松本理事・持田理事・
飯田氏・大西芳生氏・瀬下氏・土肥
氏・土子氏

25日　公益財団法人日本美術刀剣保存
協会小野会長・柴原専務理事・志塚
常務理事と情報交換。出席者、深海
理事長・清水専務理事・伊波常務理
事・飯田理事・嶋田理事

26日　深海理事長・清水専務理事・服
部常務理事が警察庁生活安全課を訪
問、第28回通常総会の結果等を報告

26日　深海理事長・清水専務理事・服
部常務理事が産経新聞社事業部を訪
問、新担当者松本氏と懇談、｢大刀
剣市」の後援を依頼

26日　銀座長州屋にて『全刀商』編集
委員会を開催（校正）。出席者、深海
理事長、服部常務理事、生野理事、
綱取理事、土子氏

組合こよみ
（平成27年5～6月）

　

根
津
美
術
館
は
、
東
武
鉄
道
の
社
長

な
ど
を
務
め
た
実
業
家
・
初
代
根
津
嘉

一
郎
（
一
八
六
〇
～
一
九
四
〇
）
が
収

集
し
た
日
本
・
東
洋
の
古
美
術
品
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
保
存
・
展
示
す
る
美
術
館

と
し
て
作
ら
れ
、
国
宝
七
件
、
重
要
文

化
財
八
十
七
件
、
重
要
美
術
品
九
十

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
若
い
女
性
客
ら
が
殺
到

根
津
美
術
館
「
江
戸
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
～
刀
か
ら
印
籠
ま
で
～
」

が
厚
く
、
ま
た
優
品
揃
い
で
も
あ
る
。

　

本
展
覧
会
で
も
、
太
刀 

重
要
美
術

品 

銘
長
光
や
短
刀 

銘
城
州
埋
忠
作
／

天
正
十
八
年
十
月
日
、
太
刀 

銘
月
山

貞
一
造
之
／
明
治
三
十
六
年
春
な
ど
鎌

倉
時
代
か
ら
明
治
ま
で
、
そ
の
多
く
に

濃
厚
な
彫
物
が
添
え
ら
れ
た
華
や
か
な

十
七
振
の
優
刀
に
始
ま
り
、
豪
華
絢
爛

な
細
太
刀
拵
や
、
最
高
峰
の
金
工
師
や

蒔
絵
師
の
手
に
よ
る
各
種
拵
が
一
面
を

飾
り
、
横
谷
宗
珉
・
後
藤
一
乗
・
一
宮

長
常
・
加
納
夏
雄
な
ど
コ
レ
ク
タ
ー
垂

涎
の
名
工
た
ち
の
刀
装
具
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
へ
と
続
い
て
い
く
。

　

多
く
の
女
性
客
や
若
い
観
覧
者
が
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
列
を
作
る
様
子
は
、

表
参
道
と
い
う
好
立
地
に
、
隈
研
吾
氏

の
設
計
に
よ
る
美
し
い
展
示
棟
、
刀
剣

鑑
賞
用
に
特
設
し
た
照
明
に
よ
る
見
や

す
い
展
示
を
可
能
と
し
た
同
館
の
特
色

に
加
え
、
昨
今
の
ブ
ー
ム
に
よ
り
各
種

メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

「
刀
剣
乱
舞
」
な
ど
の
影
響
で
も
あ
ろ

う
か
。

　

六
月
六
日
に
行
わ
れ
た
渡
邉
妙
子
氏

（
佐
野
美
術
館
館
長
）
の
講
演
会
は
、

百
三
十
人
定
員
の
講
堂
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
盛
況
で
、
毎
週
行
わ
れ
る
各
種
講

演
会
に
加
え
、
初
心
者
を
対
象
と
す
る

事
前
受
付
制
の
特
別
催
事
も
好
評
で
あ

り
、
筆
者
が
刀
職
者
有
志
と
と
も
に
行

っ
た
「
は
じ
め
て
の
刀
剣
鑑
賞
―
マ
ナ

ー
を
学
ん
で
刀
を
持
っ
て
み
よ
う
」
な

ど
は
開
館
初
日
十
分
で
申
し
込
み
が
定

員
に
達
し
、
か
つ
そ
の
八
割
が
女
性
か

ら
だ
っ
た
か
ら
、
大
い
に
驚
か
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
般
の
目

に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
ま
た
啓
発
活

動
も
盛
ん
な
同
館
の
存
在
は
刀
剣
界
に

生
き
る
者
と
し
て
は
非
常
に
あ
り
が
た

く
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
動
向
に
注
目
し

て
い
き
た
い
。�

（
飯
田
慶
雄
）

四
件
を
含
む
、
七
千
件
を
超
え
る

大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
し
て
い

る
。

　

根
津
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
茶

道
具
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
仏
教

絵
画
・
写
経
・
水
墨
画
・
近
世
絵

画
・
中
国
絵
画
・
漆
工
・
陶
磁
・

刀
剣
・
中
国
古
代
青
銅
器
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
一
級
品
が
揃
っ
て

い
る
が
、
本
展
覧
会
は
同
館
の
所
蔵
す

る
刀
剣
・
刀
装
具
・
印
籠
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
百
点
を
展
示

す
る
も
の
で
あ
り
、
連
日
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
る
（
七
月
二
十
日
ま

で
）。

　

同
館
で
の
刀
剣
・
刀
装
具
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
は
非
常
に
珍
し
く
、
多
く
の

刀
剣
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
な
じ
み
の
薄

い
美
術
館
か
も
し
れ
な
い
が
、
根
津
嘉

一
郎
氏
が
光
村
印
刷
の
創
業
者
で
あ
る

光
村
利
藻
氏
か
ら
譲
り
受
け
た
（
世
に

い
う
龍
獅
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
基
幹

に
据
え
た
そ
の
収
蔵
品
は
、
非
常
に
層

講演終了後、渡邊講師への質問に押し寄せた来場者

　この度の総会において可決承認された全国美術商連合会
（全美連）への入会につきましては、早速大勢の組合員の
皆さまより申し込みを頂き、誠にありがとうございます。
６月30日時点で早くも75名の入会がありました。
　全国美術商連合会の趣旨にご理解を賜り、お１人でも多
くの方々のご入会をお待ちしています。
　年会費は、経営者（店主）の方もしくは法人の場合は
１口3,000円で１口以上10口までお申し込みいただけます。
従業員（店員）の方は「賛助会員」として１口1,000円で
す。まだ入会されていない方は、全国刀剣商業協同組合事
務局までお申し込みください。

■ 全国美術商連合会への入会について ■

　

東
京
刀
剣
倶
楽
部
は
五
月
十
二
日
、
創
立
三
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
初
め
て
の
大
会
が
同
日
、
東
京
新
橋

の
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
刀
剣
倶
楽
部
は
、
飯
田
慶
久
氏
・
深
海
信
彦
氏
・
土

肥
豊
久
氏
ら
が
、
会
員
の
誰
も
が
願
う
公
正
公
平
な
取
引
が

で
き
る
交
換
会
の
実
現
を
目
指
し
て
立
ち
上
げ
た
会
で
す
。

　

当
日
は
全
国
各
地
か
ら
百
名
余
り
の
会
員
が
出
席
さ
れ
、

大
変
に
賑
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
十
時
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
競
り
売
り
は
、
京
懐
石
の
昼
食
を
挟
ん
で
午
後

三
時
過
ぎ
ま
で
休
む
間
も
な
く
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
広

い
会
場
も
役
員
・
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
出
品
さ
れ
た
名
品
で

埋
め
尽
く
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
締
め
て
は
売
買
高
も
記
録

的
な
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
業
界
の
発
展
の
た
め
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大

で
あ
り
、
東
京
刀
剣
倶
楽
部
の
ま
す
ま
す
の
繁
栄
を
祈
念
し

ま
す
。�

（
生
野
　
正
）

東
京
刀
剣
倶
楽
部
が
三
周
年
記
念
大
会
を
開
催

東京刀剣倶楽部第１回大会の交換会風景

　

一
つ
の
作
品
が
わ
ず
か
二
セ
ン
チ
に
満

た
な
い
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
七
体
の
神
様
は
、

あ
る
日
突
然
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
お
持
ち
込

み
さ
れ
、
そ
の
見
事
な
作
域
に
一
目
惚
れ
。

　

ル
ー
ペ
で
拝
見
し
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
表
情
も
豊
か
で
、
明
治
初
期
の
金
工
師

な
ら
で
は
の
繊
細
で
卓
越
し
た
技
に
感
銘

を
受
け
ま
す
。
こ
れ
ら
は
今
も
刀
剣
美
術

館
内
で
来
館
者
を
優
し
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

福
神
と
は
、
恵
比
寿
天
・
大
黒
天
・
毘

沙
門
天
・
弁
財
天
・
布
袋
尊
・
寿
老
人
・

福
禄
寿
の
七
つ
の
神
様
の
総
称
で
す
。

「
七
難
即
滅
、
七
福
即
生
」
の
説
に
基
づ

く
よ
う
に
、
七
福
神
を
参
拝
す
る
と
七
つ

の
災
難
が
除
か
れ
、
七
つ
の
幸
福
が
授
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
福
神
の
信
仰
は
、
室
町
時
代
の
末
期

ご
ろ
よ
り
生
じ
、
当
時
の
庶
民
性
に
合
致

し
て
民
間
信
仰
の
最
も
完
全
な
形
と
な
っ

て
育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

七
福
神

　
銘  

盛
明（
海
野
美
盛
門
）

　�

金
無
垢
地 

赤
銅
・
銀
象
嵌
高
彫

一
目
惚
れ
し
た
七
福
神

私が出会った珍品･逸品 佐藤　均（倉敷刀剣美術館・刀剣佐藤）
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さ
て
、
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
つ
つ

中
に
。
入
っ
て
す
ぐ
右
に
拵
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。
金
梨
子
塗
鞘
糸
巻
太
刀
拵

の
豪
華
さ
に
思
わ
ず
「
ふ
ー
」
と
た
め

息
が
出
る
。
少
し
進
む
と
、
今
度
は
渋

い
黒
漆
塗
鞘
の
太
刀
拵
が
浮
か
び
上
が

る
。
い
ず
れ
も
展
示
品
の
外
装
で
あ

る
。
素
晴
ら
し
い
。

　

刀
剣
の
展
示
は
古
備
前
か
ら
始
ま

る
。
備
前
國
友
成
、
成
髙
、
利
恒
、
正

恒
、
信
房
、
景
安
、
景
則
、
真
則
と
藤

末
鎌
初
の
伝
説
の
名
工
の
遺
作
、
そ
れ

に
一
文
字
則
宗
、
尚
宗
、
宗
吉
、
則

成
、
吉
房
、
吉
平
、
吉
用
、
助
房
、
助

真
が
続
く
。
こ
れ
で
終
わ
ら
ず
、
さ
ら

に
長
舩
光
忠
、
長
光
、
真
長
、
近
景
と

続
き
、
平
台
に
景
光
の
短
刀
が
二
振
展

示
さ
れ
て
い
る
。
文
句
の
つ
け
よ
う
の

な
い
名
刀
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
様
子
は

壮
観
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
が
滞
在
し
た
一
時
間
半
ほ
ど
の

間
に
、
常
に
十
五
人
く
ら
い
の
人
が
お

の
お
の
楽
し
ん
で
い
た
。
ゆ
っ
た
り
と

鑑
賞
で
き
る
理

想
的
な
人
数
と

言
え
よ
う
し
、

初
日
と
し
て
は

上
々
で
あ
ろ

う
。

　

入
館
者
に
は

若
い
人
、
特

に
女
性
が
目
立

つ
。
出
品
目

録
を
見
な
が

ら
、
中
に
は
熱

心
に
メ
モ
を
取

る
女
性
も
い

た
。
友
達
三
人

組
は
「
反
り
が

高
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
」「
ど
う

や
っ
て
抜
く

の
？
」「
真
ん

　

新
国
立
劇
場
を
訪
れ
る
人
や
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
で
賑
わ
う
東
京
・
笹
塚
。
駅
か

ら
数
分
歩
く
と
、
そ
こ
は
閑
静
な
住
宅

街
。
ク
ラ
シ
カ
ル
な
ス
タ
イ
ル
の
車
や

瑞
々
し
い
植
物
に
目
を
や
り
な
が
ら
、

緩
や
か
な
坂
を
下
る
と
刀
剣
博
物
館
が

見
え
て
く
る
。

　

こ
こ
で
特
別
展
「
備
前
刀
剣
王
国
」

が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
展
示
は
、

第
一
期
と
第
二
期
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

る
。
今
回
は
平
安
・
鎌
倉
の
備
前
刀
を

テ
ー
マ
と
し
た
第
一
期
で
あ
る
。
門
を

入
る
と
、
見
学
し
て
出
て
き
た
と
お
ぼ

し
き
中
学
生
男
子
数
名
と
す
れ
違
う
。

課
外
活
動
の
一
環
で
あ
ろ
う
か
。

　

玄
関
を
入
り
、
二
階
に
上
が
る
と
受

付
前
の
ソ
フ
ァ
ー
に
は
鑑
賞
を
終
え
た

人
た
ち
が
座
っ
て
お
り
、
ま
た
書
棚
の

刀
剣
書
籍
を
選
ぶ
人
々
の
姿
。
思
え
ば

最
近
、
た
く
さ
ん
の
刀
の
本
が
出
版
さ

れ
て
い
る
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
、
お
手
ご

ろ
価
格
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
刀
へ

の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

中
に
線
が
走
っ
て
い
る
わ
」。
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
を
一
生
懸
命
読
ん
で
懸
命
に
眺

め
て
い
る
。「
傘
の
柄
が
あ
る
ら
し
い

わ
、
ク
キ
っ
て
と
こ
ろ
に
」「
ク
キ
？ 

何
そ
れ
、
ど
こ
ど
こ
？
」「
わ
か
ん
な

い
」。
静
か
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
三

人
の
乙
女
た
ち
。

　
「
あ
、
そ
れ
、
ク
キ
じ
ゃ
な
く
て
ナ

カ
ゴ
と
読
み
ま
す
」。
思
わ
ず
話
し
か

け
て
し
ま
っ
た
筆
者
。
そ
し
て
「
誰
な

の
、
こ
の
人
？
」
と
思
う
よ
り
早
く
、

「
ナ
カ
ゴ
っ
て
ね
、
手
に
持
つ
と
こ
ろ

で
す
。
穴
が
開
い
て
い
る
で
し
ょ
う
？

あ
れ
で
す
」
と
説
明
。「
あ
ー
、
そ
う

な
ん
で
す
か
あ
。
ナ
カ
ゴ
か
あ
」「
面

白
い
ね
え
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」。
ど
う
や
ら
変
な
人
と
は
思
わ
な

か
っ
た
ら
し
い
。
ほ
っ
と
す
る
筆
者
。

　

若
い
彼
女
た
ち
の
多
く
は
、
刀
に
関

す
る
知
識
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
い

や
、
む
し
ろ
な
い
に
等
し
い
。
し
か

し
、
反
面
、
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
感
性

が
豊
か
、
先
入
観
や
思
い
込
み
が
な

い
。
そ
し
て
長
く
刀
の
鑑
賞
を
楽
し
ん

で
い
る
男
た
ち
と
感
覚
は
異
な
る
。

　

佐
野
美
術
館
で
も
拵
を
見
て
い
る
女

子
が
「
か
わ
い
い
…
」
と
つ
ぶ
や
く
の

を
聞
い
て
筆
者
は
少
な
か
ら
ず
驚
い
た

（
同
じ
よ
う
な
経
験
を
持
つ
御
仁
は
少

な
く
な
い
）。
明
ら
か
に
従
来
の
刀
剣

展
示
室
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
種
類
の

人
た
ち
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
女
子
た
ち
が
ど
ん
な
風
に
刀

を
見
る
の
か
、
眺
め
て
い
た
。
刀
を
前

に
し
て
、
ま
ず
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
読

む
。
最
大
字
数
二
十
字
×
七
行
ほ
ど
の

説
明
文
を
熟
読
す
る
。
そ
の
後
、
刀
を

ち
ら
り
ほ
ら
り
と
見
る
。
そ
の
時
間
比

は
七
：
三
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

か
。
博
物
館
や
美
術
館
に
行
く
と
、
そ

う
い
う
見
方
を
す
る
人
が
圧
倒
的
で
あ

る
。
若
者
も
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ

る
。
本
当
は
現
物
鑑
賞
を
七
、
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
三
く
ら
い
の
感
じ
で
い
か
な
い

と
も
っ
た
い
な
い
。
そ
れ
で
も
時
代
背

景
、
作
品
へ
の
評
価
、
作
者
の
来
歴
を

確
認
し
、
そ
の
上
で
鑑
賞
し
た
い
の
で

あ
る
。
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
。

　
「
そ
う
な
る
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
と

て
も
大
事
だ
な
あ
」。
ふ
と
説
明
文
を

読
ん
で
み
た
。
筆
者
に
は
と
て
も
よ
く

わ
か
る
内
容
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
本

紙
『
刀
剣
界
』
の
読
者
の
多
く
に
と
っ

て
も
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て

文
章
は
と
て
も
高
尚
で
あ
っ
た
。
確
か

に
悪
く
は
な
い
。
が
、
し
か
し
、
筆
者

は
思
う
。
果
た
し
て
、
茎
を
ク
キ
と
読

ん
で
し
ま
う
彼
女
た
ち
に
理
解
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
と
。

　
「
映
り
が
鮮
明
で
…
」
と
か
「
こ
の

刀
工
の
作
は
小
模
様
な
刃
文
の
作
と
、

豪
壮
華
麗
な
刃
文
の
作
が
あ
り
、
在
銘

の
遺
作
は
前
者
に
多
い
…
」
と
い
う
よ

う
な
専
門
的
な
説
明
文
は
理
解
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
し
、
読
ん
だ
上
で
作
品
を

見
て
も
「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
そ
う
ね
」

と
は
思
わ
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
言
葉
づ
か
い
が
難
し
く
は

な
い
か
―
。
現
に
こ
の
博
物
館
に
は
中

学
生
も
来
る
の
で
あ
る
。
新
し
い
鑑
賞

層
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
今
、
説
明
文
に

も
も
う
一
工
夫
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う

か
。
展
示
品
は
し
ょ
せ
ん
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
越
し
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、

説
明
文
は
実
際
に
手
に
し
た
人
に
よ
っ

て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
。

　
「
手
に
取
る
と
そ
う
見
え
る
」
と
い

う
の
は
頭
で
は
理
解
で
き
て
も
、
ガ
ラ

ス
越
し
に
し
か
見
ら
れ
な
い
以
上
、
そ

の
魅
力
、
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
伝
わ

り
に
く
い
。
と
て
も
残
念
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
越
し
に
で
も
鑑

賞
で
き
る
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
見
て
く
だ

さ
い
ね
、
と
い
う
よ
う
な
、
大
づ
か
み

の
説
明
文
を
付
し
た
方
が
来
館
者
に
は

は
る
か
に
親
切
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う

に
ご
覧
に
な
ら
れ
て
も
い
い
の
で
、
説

明
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
な
る
べ
く
淡
々
と

い
う
の
で
は
な
く
、
企
画
展
開
催
者
と

し
て
は
こ
こ
を
見
て
ほ
し
い
、
堪
能
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
思
を
も
っ
と
強
く

出
し
て
も
面
白
い
と
思
う
。

　

筆
者
が
感
心
し
た
説
明
文
と
し
て

は
、
一
文
字
宗
吉
の
重
要
美
術
品
の
太

刀
の
説
明
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
映
り
を

ま
大
事
に
し
て
い
た
岡
野
多
郎
松
翁
。

こ
の
太
刀
と
関
わ
っ
た
人
々
の
長
大
な

時
間
を
思
う
と
、
何
だ
か
不
思
議
な
気

持
ち
に
な
る
。「
あ
あ
、
い
つ
ま
で
も

こ
れ
を
見
て
い
た
い
…
」。
そ
う
思
っ

て
い
る
と
、
偶
然
知
り
合
い
が
通
り
か

か
っ
た
。

　

筆
者
「
こ
れ
、
す
ご
い
で
す
ね
え
」

　

知
人
「
す
ご
い
で
し
ょ
う
？ 

だ
っ

て
重
文
で
す
か
ら
。
古
備
前
で
す
か

ら
」

　

筆
者
「
こ
れ
に
、
入
っ
て
す
ぐ
の
所

に
あ
っ
た
黒
漆
塗
鞘
の
太
刀
拵
が
付
い

て
る
ん
で
し
ょ
う
？
」

　

知
人
「
そ
う
で
す
よ
」

筆
者
「
も
し
こ
の
中
の
ど
れ
か
一
つ
を

お
前
に
や
ろ
う
、
っ
て
い
う
な
ら
、
僕

は
こ
れ
だ
な
あ
」

　

知
人
（
間
髪
を
い
れ
ず
）「
そ
ん
な

こ
と
誰
も
言
い
ま
せ
ん
！
」

　

若
く
美
し
い
ご
婦
人
が
二
人
の
や
り

取
り
を
呆
れ
た
よ
う
に
見
て
い
る
。

　

う
る
さ
い
知
人
が
去
っ
た
後
、
正
恒

を
見
て
、
筆
者
は
ま
た
痺
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
筆
者
の
よ
う
に
繰
り
返
し
見

て
い
る
人
が
今
回
は
も
う
一
人
い
た
。

「
あ
あ
、
こ
の
人
も
自
分
と
同
じ
だ
」。

そ
う
思
っ
た
。
そ
の
人
に
「
ど
れ
が
一

番
痺
れ
ま
し
た
か
？
」「
正
恒
を
ど
う

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
」
な
ど
と
お

尋
ね
し
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
が
、
や

め
た
。
穏
や
か
な
そ
の
紳
士
に
は
ど
こ

と
な
く
人
を
寄
せ
付
け
な
い
何
か
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　

眼
福
、
ま
さ
に
眼
福
。
大
正
恒
に

は
、
研
磨
の
状
態
、
由
緒
と
伝
来
、
指

定
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
取
っ
払
っ
て
も

な
お
残
る
、
名
刀
特
有
の
美
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
っ
た
。「
い
い
太
刀
を
観
ら

れ
て
幸
せ
！
」
う
れ
し
く
て
、
う
れ
し

明
確
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
内
容
で

あ
っ
た
。
助
真
の
重
要
美
術
品
の
太
刀

の
説
明
文
も
「
剛
毅
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
深
く
使
わ
れ
て
い
て
よ
か
っ
た
。

　

今
回
の
展
示
品
は
水
準
が
高
く
、
ま

た
通
常
で
は
な
か
な
か
展
示
さ
れ
な
い

貴
重
な
作
品
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
ほ
し
か

っ
た
。
刀
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
今
、
健
全
な
フ
ァ
ン
、
愛
好
者
を

育
て
る
役
割
が
博
物
館
に
は
あ
る
と
思

う
の
で
、
見
識
も
経
験
も
浅
い
の
を
承

知
で
生
意
気
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

な
に
と
ぞ
ご
寛
恕
の
ほ
ど
、
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。

　

さ
て
、
か
く
申
す
筆
者
は
一
回
り
し

て
唸
り
、
二
回
り
し
て
ま
た
感
心
。
三

回
り
し
て
も
は
や
言
葉
が
見
つ
か
ら
な

い
状
態
と
な
っ
た
。

　

こ
う
い
う
名
刀
展
で
は
、
必
ず
強
烈

な
磁
力
を
持
つ
作
が
存
在
す
る
。
今
回

は
三
振
ほ
ど
気
に
な
る
作
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
東
郷
神
社
蔵
の
額
銘
吉
房
の
太

刀
（
重
要
文
化
財
）、
友
成
作
の
三
尺

一
寸
超
の
太
刀
（
重
要
美
術
品
）、
そ

し
て
正
恒
の
太
刀
（
重
要
文
化
財
）
で

あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
強
く
筆
者
を
引

っ
張
っ
た
の
は
正
恒
の
太
刀
で
あ
っ

た
。

　

豊
前
小
倉
藩
小
笠
原
家
に
伝
来
し
た

名
刀
で
、
岡
野
多
郎
松
さ
ん
と
い
う
有

名
な
愛
刀
家
が
大
切
に
し
て
い
た
「
大

正
恒
」
で
あ
る
。
元
幅
が
広
く
、
反
り

が
高
く
つ
き
、
堂
々
た
る
姿
を
し
て
い

る
。
地
肌
の
映
り
が
鮮
や
か
。
展
示
さ

れ
て
い
た
名
刀
の
ほ
と
ん
ど
は
金
色
に

輝
く
鎺
で
、
研
ぎ
直
さ
れ
て
瑞
々
し
い

感
じ
の
作
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
岡
野

翁
遺
愛
の
正
恒
は
と
い
う
と
、
鎺
は
銀

地
で
、
し
か
も
こ
れ
が
真
っ
黒
く
変
色

し
て
い
る
。
研
ぎ
も
い
つ
ご
ろ
か
、
筆

者
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
と
も
古
そ

う
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
圧
倒
的
な
迫
力
で
見
る

者
を
惹
き
付
け
て
や
ま
な
い
。
こ
の
太

刀
を
作
っ
た
正
恒
と
い
う
刀
工
と
、
所

持
し
て
い
た
鎌
倉
武
士
、
大
切
に
守
り

伝
え
た
人
々
、
そ
し
て
そ
れ
を
そ
の
ま

く
て
、
顔
は
お
の
ず
と
綻
び
、
体
は
軽

く
、
ま
さ
に
「
幸
せ
で
パ
ン
パ
ン
に
膨

ら
ん
だ
風
船
」
に
な
っ
た
気
分
で
あ

る
。
世
の
中
の
大
抵
の
こ
と
は
す
べ
て

許
せ
る
よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち
に
も

な
っ
て
い
た
。
ふ
と
時
計
を
見
る
と
、

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
時
間
が
経
過
し

て
い
た
。

　

南
北
朝
・
室
町
の
備
前
刀
を
扱
う
第

二
期
は
八
月
二
十
五
日
㈫
～
十
一
月
一

日
㈰
の
予
定
で
開
催
さ
れ
る
。「
岡
野

先
生
の
正
恒
を
見
た
か
ら
も
う
い
い
か

な
」。
ふ
と
そ
う
思
っ
た
り
も
す
る
。

で
も
、
き
っ
と
第
二
期
も
見
に
行
く
だ

ろ
う
。
ま
た
強
い
磁
力
を
持
つ
一
振
と

の
出
会
い
を
期
待
し
て
い
る
。

�

（
小
島
つ
と
む
）

特
別
展
「
備
前
刀
剣
王
国
」

　

会
期
中
に
、
岩
手
の
刀
職
者
に
よ
る

実
演
会
、
渡
邉
妙
子
先
生
（
公
益
財
団

法
人
佐
野
美
術
館
館
長
）
の
講
演
会

「
備
前
刀
は
お
し
ゃ
れ
」、
刀
剣
博
物
館

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が

開
催
さ
れ
る
。
詳
細
は
左
記
ま
で
。

■
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会 

刀
剣
博
物
館
＝
〒
１
５
１-

０
０
５
３ 

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
四-

二
五-

一
〇　

☎
〇
三-

三
三
七
九-

一
三
八
六

http://www.touken.or.jp/

◉
刀
剣
博
物
館

名
刀
と
過
ご
す
至
福
の
時

6

刀剣博物館入り口付近

当
組
合
元
顧
問
・
町
村
信
孝
氏

　
去
る
六
月
一
日
、
衆
議
院
議
員
・
町
村
信
孝
先
生
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
歳
。
町
村
先
生
に
は
当
組
合
の
創
立
当
初
か
ら
顧

問
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
二
十
八
年
間
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
。
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

古
銭·

切
手·

刀
剣
　売
買
　評
価
鑑
定

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

〒
１
５
３
–
０
０
５
１

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
四
–
三
一
–
一
○

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
三
–
三
七
一
○
–
六
七
七
六

　
　
　
　
○
九
○
–
三
二
○
八
–
九
六
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
三
–
三
七
一
○
–
六
七
七
七

代
表田
中 

勝
憲
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南
御
殿
場
編

　

俺
は
自
分
で
企
て
た
こ
の
企
画
を
後

悔
し
始
め
て
い
た
。
つ
い
さ
っ
き
名
古

木
で
レ
ー
ス
会
場
で
よ
く
見
る
ジ
ャ
ー

ジ
数
人
を
ヤ
ビ
ツ
峠
方
面
へ
見
送
っ
た
。

「
君
た
ち
は
そ
こ
か
ら
登
り
の
苦
し
み
、

ぼ
く
は
楽
チ
ン
」
と
。
間
違
い
だ
っ
た
。

　

五
～
六
％
の
登
り
坂
が
四
～
五
キ
ロ

続
く
と
、
ジ
ャ
ブ
を
食
ら
い
続
け
た
ボ

ク
サ
ー
の
よ
う
に
バ
テ
て
く
る
。
鮎
沢

か
ら
駿
東
郡
小
山
町
で
疲
れ
は
ピ
ー
ク

に
。
こ
の
標
高
差
五
百
メ
ー
ト
ル
の

先
、
東
京
か
ら
百
一
キ
ロ
の
南
御
殿
場

に
今
日
の
目
的
地
、
瀬
戸
泰
二
さ
ん
の

自
宅
兼
店
舗
、
泰
美
堂
は
あ
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
氏
は
交
換
会
当
日
の
明
け

方
、
好
売
り
順
を
狙
い
に
車
を
飛
ば
し

て
上
京
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
。

　

国
道
２
４
６
号
と
東
名
高
速
の
数
百

メ
ー
ト
ル
の
間
の
土
地
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
店
は
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
て
、

時
も
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
る
。
し
か

し
瀬
戸
氏
は
、
俺
と
車
で
並
走
し
て
き

た
草
分
一
雄
氏
が
着
く
な
り
、
お
茶
な

ど
に
と
ど
ま
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
精
神
を

妙
に
せ
っ
か
ち
に
発
揮
し
始
め
た
。

　

敷
地
内
の
筍
掘
り
、
湧
水
汲
み
に
マ

ス
釣
り
と
、
田
舎
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら

い
、
夕
刻
か
ら
は
た
っ
た
三
人
の
、
し

か
し
驚
く
よ
う
な
名
刀
・
名
刀
装
具
の

鑑
賞
会
を
開
い
て
く
れ
た
。

　

ツ
ー
ル･

ド･

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
欧

州
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は
、
チ

ー
ム
カ
ー
が
選
手
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
監
督
が
車
か
ら
通
信
で
指
示
を
出

し
、
医
師
も
乗
る
。
そ
し
て
レ
ー
ス
を

諦
め
た
選
手
の
回
収
も
行
う
。
一
九
八

六
年
の
ツ
ー
ル
で
は
、
好
成
績
に
つ
け

た
ス
ペ
イ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
母
親
の

訃
報
が
届
き
、
号
泣
し
な
が
ら
チ
ー
ム

カ
ー
に
乗
り
込
む
彼
の
姿
が
フ
ァ
ン
の

貰
い
泣
き
を
誘
っ
た
。

　

今
回
、
チ
ー
ム
カ
ー
よ
ろ
し
く
、
車

で
の
並
走
を
申
し
出
て
く
れ
、
常
に
安

全
を
気
遣
い
、
荷
物
の
運
搬
、
水
分
補

給
、
コ
ン
ビ
ニ
の
位
置
確
認
な

ど
を
し
て
く
れ
た
の
が
瀬
戸

氏
の
親
友
の
草
分
氏
だ
。
俺

と
の
付
き
合
い
も
古
く
、
学

生
の
俺
に
は
氏
の
愛
車
の
「
国

光
の
箱
ス
カ
Ｇ
Ｔ
Ｒ
」
が
ま
ぶ

し
か
っ
た
、
と
言
え
ば
い
か
な

る
時
代
か
を
想
像
し
て
い
た

だ
け
よ
う
。

　

帰
り
は
自
転
車
ご
と
マ
ス

や
大
量
の
筍
と
一
緒
に
車
に

乗
せ
ら
れ
、
帰
宅
。
往
路
の
一

〇
一
キ
ロ
だ
け
に
と
ど
ま
れ

た
こ
と
は
大
き
い
。
明
日
は
月

曜
日
だ
し
な
。
ま
た
二
人
に

は
、
生
活
習
慣
病
予
備
軍
な
の

に
俺
の
メ
ガ
盛
り
食
事
に
付
き
合
っ
て

く
れ
た
こ
と
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
。

　

俺
は
断
言
す
る
、
持
つ
べ
き
も
の
は

友
だ
と
。�

（
綱
取
譲
一
） 左から草分一雄さん、瀬戸泰二さんとバテバテの筆者

世
界
で
有
名
な
古
武
術
道
場

14第 回

●
千
葉
県
野
田
市

松
本 

義
行

世
界
で
有
名
な
古
武
術
道
場

　

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
野
田
市
は
、
茨

城
県
と
埼
玉
県
に
隣
接
し
、
千
葉
県
の

最
北
端
に
位
置
し
ま
す
。

　

東
を
利
根
川
、
西
を
江
戸
川
が
流

れ
、
江
戸
時
代
に
大
消
費
地
の
江
戸
に

向
け
て
水
運
を
利
用
し
た
醤
油
産
業
が

興
り
ま
し
た
。
最
大
手
の
キ
ッ
コ
ー
マ

ン
と
地
元
キ
ノ
エ
ネ
醤
油
で
現
在
、
国

内
の
約
三
分
の
一
を
生
産
す
る
日
本
最

大
の
醤
油
の
町
で
す
。

　

食
が
豊
か
な
今
と
違
っ
て
、
そ
の

昔
、
野
田
の
住
人
は
何
に
で
も
醤
油
を

か
け
て
食
べ
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
今
で
も
キ
ャ
ベ
ツ
や
ア
ジ
フ
ラ
イ

は
醤
油
で
す
。
ま
た
子
供
の
こ
ろ
、
遊

び
か
ら
帰
っ
て
腹
ぺ
こ
の
と
き
に
は
、

ご
飯
に
醤
油
を
か
け
て
空
腹
を
満
た
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
体
に

悪
い
と
叱
ら
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
野
田
で
す
が
、
最
近
は
外
国

人
が
集
ま
る
町
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
・
北
米
・

南
米
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
国
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
単
線
の
東
武

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
ン
（
旧
東
武
野
田
線
）

に
乗
り
、
私
の
最
寄
り
駅
で
も
あ
る
愛

宕
駅
で
下
車
し
ま
す
。

　

彼
ら
が
向
か
う
先
は
「
武
神
館
」
道

場
。
武
神
館
は
現
宗
家
の
初
見
良
昭
氏

（
八
三
歳
）が
七
〇
年
代
に
野
田
で
創
設

し
た
古
武
術
道
場
で
す
。
体
術
・
剣
術

な
ど
広
範
な
武
術
を
実
戦
的
に
体
得
す

る
こ
と
で
有
名
で
す
。
門
人
に
は

武
道
家
の
み
な
ら
ず
、
各
国
の
警

察
官
や
軍
人
も
多
く
、
そ
の
弟
子

は
現
在
、
世
界
五
十
カ
国
に
十
万

人
も
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
野
田

の
本
部
道
場
の
稽
古
に
は
百
名
ほ

ど
が
入
れ
替
わ
り
や
っ
て
来
ま
す
。

　

う
ち
の
父
（
松
本
富
夫
）
と
二

十
年
に
も
な
る
付
き
合
い
の
外
国

人
高
弟
た
ち
が
い
ま
す
。
日
本
刀

に
興
味
を
持
つ
彼
ら
は
、
来
日
の

度
に
店
に
も
足
を
運
ん
で
く
れ
ま

す
。
父
は
英
語
が
話
せ
な
く
て
も

次
回
払
い
で
よ
い
と
言
っ
て
品
物

を
渡
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
商
売

の
ト
ラ
ブ
ル
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
。
未
払
金
が
あ
っ
た
あ
る
武
神

館
の
外
国
人
は
、
亡
く
な
る
直
前

に
弟
子
に
残
金
を
父
に
渡
す
こ
と

を
託
し
て
逝
っ
た
そ
う
で
す
。

　

律
儀
で
礼
節
を
重
ん
じ
る
多
く
の
外

国
人
が
稽
古
に
来
る
野
田
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
自
慢
の
町
で
す
。

『西日本新聞』平成27年５月９日

初見宗家による本部道場での稽古風景刀
剣
・
宝
飾
品
・
高
級
腕
時
計
・ダ
イ
ヤ

紀
伊
国
屋

〒
３
７
２
–
０
８
１
２

群
馬
県
伊
勢
崎
市
連
取
町
一
八
三
六
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
七
七
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
二
七
○
–
二
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皆
さ
ん
は
、
ソ
ロ
モ
ン･

ブ
ラ
ザ

ー
ズ
や
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン･

サ
ッ
ク
ス

と
い
っ
た
会
社
に
属
し
、
日
本
の
経

済
状
況
に
対
し
て
鋭
い
分
析
を
し
、

そ
れ
な
り
に
市
場
（
マ
ー
ケ
ツ
ト
）

に
影
響
を
与
え
る
リ
ポ
ー
ト
を
書
い

て
い
る
男
た
ち
を
ど
う
思
う
だ
ろ
う

か
。
ま
し
て
や
、こ
の
本
の
著
者
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
「
日
本
に
主
要
銀

行
は
四
行
し
か
必
要
な
い
」
と
い
う

リ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
そ
れ
か
ら
一
年

も
た
た
な
い
う
ち
に
主
要
銀
行
の
合

併
が
始
ま
っ
た
、
ア
ナ
リ
ス
ト
業
界

で
は
伝
説
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
人

物
な
の
で
あ
る
。

　

四
十
二
歳
で
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン･

サ

ッ
ク
ス
を
辞
め
、
ア
ナ
リ
ス
ト
を
引

退
、
京
都
の
二
条
城
近
く
に
購
入
し

た
町
屋
を
一
年
か
け
て
修
復
し
、
趣

味
の
茶
道
に
没
頭
す
る
と
い
う
贅
沢

な
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ

を
、
小
西
美
術
工
藝
社
の
経
営
者
に

ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
。
実
際
に
文
化
財

の
裏
側
を
見
、
修
復
の
現
場
な
ど
を

見
学
す
る
う
ち
に
、
気
が
つ
け
ば
茶

道
と
同
じ
く
、
奥
深
い
文
化
財
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

小
西
美
術
工
藝
社
の
代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長
と
し
て
経
営
に
当
た
る

が
、
ア
ナ
リ
ス
ト
を
十
七
年
や
っ
て

い
た
の
で
企
業
の
分
析
は
得
意
だ
。

経
営
や
財
務
の
問
題
点
を
見
つ
け
出

し
、
何
を
す
べ
き
か
ア
ド
バ
イ
ス
は

で
き
る
が
、
文
化
財
の
世
界
の
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
。そ
こ
か
ら
、文
化
財

の
世
界
の
分
析
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内

総
生
産
）
に
つ
い
て
と
い
う
訳
の
わ

か
ら
な
い
方
法
で
あ
る
。
日
本
が
戦

後
、
世
界
第
二
、
第
三
の
経
済
大
国

に
な
っ
た
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、

爆
発
的
に
人
口
が
増
え
た
た
め
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
反
面
「
購
買
力
平
価
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」

（
効
率
の
良
さ
）
は
世
界
第
二
十
五
位

で
あ
り
、
十
位
の
ア
メ
リ
カ
、
十
七
位

の
ド
イ
ツ
に
大
き
く
離
さ
れ
て
い
る
、

と
い
っ
た
文
化
財
と
は
関
係
の
な
い

よ
う
な
話
が
延
々
と
続
く
の
だ
が
、
最

終
的
に
は
小
西
美
術
工
藝
社
の
職
人
の

雇
用
の
仕
方
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ゆ

く
。
何
と
も
不
思
議

な
感
じ
な
の
だ
。

　

ま
た
、
現
在
の
国

宝
・
重
要
文
化
財
の

建
造
物
保
存
修
理
予
算
は
八
一･

五
億

円
だ
が
、
こ
れ
を
二
〇
〇
億
円
ま
で
増

や
し
て
い
け
ば
、
そ
の
効
果
を
実
感
で

き
る
は
ず
、
と
か
。

　

と
に
か
く
、
こ
の
本
は
、
ど
こ
を
読

ん
で
も
分
析
、
助
言
、
そ
し
て
未
来
の

予
想
が
、
英
国
人
な
ら
で
は
の
視
点
で

詰
ま
っ
て
い
る
著
書
で
す
。
ぜ
ひ
一
読

さ
れ
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
持
田
具
宏
）

文
化
財
の
世
界
を
分
析
す
る

『
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ナ
リ
ス
ト 

日
本
の
国
宝
を
守
る
』 

�

デ
ー
ビ
ッ
ト･

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

本
体
八
四
〇
円（
税
別
）　

講
談
社

っ
た
。

　

こ
れ
を
や
っ
て
の
け
た
の
が
「
惟こ

れ
と
う任

退
治
記
」
と
い
う
二
十
ペ
ー
ジ
程
度
の

短
い
書
物
で
あ
る
。
惟
任
と
は
光
秀
が

朝
廷
か
ら
賜
っ
た
名
字
で
、
そ
れ
を
退

治
し
た
と
い
う
書
名
が
示
す
通
り
、
光

秀
を
山
崎
の
合
戦
で
滅
ぼ
し
た
秀
吉
の

宣
伝
書
な
の
だ
。

　

秀
吉
は
同
書
で
「
時
」
を
「
土
岐
」、

「
あ
め
が
下
」
を
「
天
下
」、「
し
る
」

を
「
統す

べ
る
」
と
読
み
替
え
、「
土
岐

氏
で
あ
る
自
分
が
天
下
を
治
め
る
べ
き

季
節
の
五
月
に
な
っ
た
」
と
、
謀
反
の

決
意
を
詠
ん
だ
こ
と
が
今
に
な
っ
て
わ

か
っ
た
、
と
し
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
解
釈
は
捏ね

つ
ぞ
う造
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
詳
し
く
述

べ
な
い
が
、

　
「
時
は
今
あ
め
が
下
な・

・る
五
月
か
な
」

　

が
真
の
句
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
連

歌
会
が
開
か
れ
た
日
は
五
月
二
十
八
日

で
は
な
く
、
五
月
二
十
四
日
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
、「
惟
任
退
治

記
」
は
秀
吉
の
粉
飾
し
た
も
の
だ
と
い

う
事
実
が
露
呈
し
て
し
ま
う
。

　

本
書
は
、怨
恨
説
・
野
望
説
・
油
断
説

・
偶
発
説
・
伊
賀
越
え
危
機
説
・
中
国
大

返
し
神
業
説
と
、
今
ま
で
定
説
と
さ
れ

て
き
た
も
の
を
す
べ
て
覆
し
て
し
ま
う
。

　

ち
な
み
に
、
著
者
は
昭
和
二
十
二
年

生
ま
れ
。
明
智
光
秀
の
子
孫
で
あ
る
。

�

（
持
田
具
宏
）

　

本
能
寺
の
変
に
つ
い
て
一
般
に
知
ら

れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ

ろ
う
か
。

　

明
智
光
秀
は
織
田
信
長
の
下
で
粉
骨

砕
身
働
い
た
が
、
疎
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
信
長
を
恨
み
、
天
下
を
取
り
た
い

野
望
も
抱
い
て
謀
反
を
企
て
た
（
怨
恨

説
＋
野
望
説
）。

　

光
秀
は
、
前
夜
に
な
る
ま
で
重
臣
に

も
打
ち
明
け
ず
に
独
り
で
謀
反
を
決
意

（
単
独
犯
行
説
＋
謀
反
秘
匿
説
）、謀
反
の

成
功
は
信
長
の
油
断
か
ら
生
じ
た
軍
事

空
白
に
よ
っ
て
偶
発
的
に
引
き
起
こ
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た（
油
断
説
＋
偶
発
説
）。

　

本
能
寺
の
変
の
勃
発
を
知
っ
て
徳
川

家
康
は
命
か
ら
が
ら
三
河
に
逃
げ
帰

り
、
光
秀
討
伐
の
軍
を
起
こ
し
た
が
出

遅
れ
た
（
伊
賀
越
え
危
機
説
）。

　

羽
柴
秀
吉
は
変
の
勃
発
を
知
る
と
、

毛
利
と
の
和
睦
を
ま
と
め
て
台
風
の
中

を
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
引
き
返
し
、

光
秀
を
討
っ
た（
中
国
大
返
し
神
業
説
）。

　

以
上
の
基
本
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
怨
恨

説
を
除
い
て
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
出

版
さ
れ
た
高
柳
光
寿
著
『
明
智
光
秀
』

に
書
か
れ
て
い
て
、
定
説
と
し
て
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
４
３
１
年
目
の
真
実
」

を
読
む
と
、
全
く
違
う
ス
ト
ー
リ
ー
が

新
た
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
「
時
は
今
あ
め
が
下
し・

・る
五さ

月つ
き

か
な
」

　

歴
史
好
き
な
方
は
ご
存
じ
で
あ
ろ

う
。
光
秀
が
本
能
寺
の
変
の
三
日
前
、

居
城
の
丹
波
亀
山
に
近
い
愛
宕
山
で
興

行
さ
れ
た
愛
宕
百
韻
と
言
わ
れ
る
連
歌

の
会
で
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
発
句
、
す

な
わ
ち
最
初
の
句
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
句
が
世

に
知
れ
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
は
報
道
機
関
な
ど
あ
る
は

ず
も
な
く
、
事
件
に
関
わ
る
事

柄
が
広
く
人
々
に
伝
わ
る
こ
と

な
ど
不
可
能
だ
っ
た
は
ず
な
の

に
、「
光
秀
の
詠
ん
だ
句
」
だ

け
は
、
光
秀
が
そ
こ
に
詠
み
込

ん
だ
心
情
ま
で
含
め
て
知
れ
渡

「
定
説
」は
秀
吉
が
す
べ
て
捏
造
し
た
!?

『
本
能
寺
の
変
─
４
３
１
年
目
の
真
実
』

�
明
智
憲
三
郎　

定
価（
七
二
〇
円
＋
税
）　

文
芸
社

　
「
趣
味
の
う
ん
ち
く
」
に
つ
い
て
の

原
稿
の
依
頼
を
受
け
た
の
で
す
が
、
旅

行
だ
、
音
楽
だ
、
ス
キ
ー
だ
、
は
て
は

刀
装
具
鑑
賞
だ
な
ん
て
言
っ
て
も
、
私

に
は
今
さ
ら
の
感
な
の
で
、
新
聞
や
ネ

ッ
ト
を
見
て
の
“
う
ん
ち
く
”
へ
話
題

を
無
理
や
り
誘
導
し
ま
す
。

　

最
近
、
新
聞
で
も
街
中
で
も
ネ
ッ
ト

上
で
も
目
に
つ
く
の
は
「
買
い
取
り
ま

す
」「
買
い
取
り
専
門
店
」「
買

い
受
け
ま
す
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
で
す
。
わ
が
刀
剣
業
界
で

も
、
今
で
は
「
展
示
即
売
会
」

の
広
告
よ
り
「
買
い
受
け
ま

す
」
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

以
前
か
ら
「
高
価
お
買
い
上

げ
」
と
い
う
広
告
は
よ
く
目
に

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
骨
董
・

ジ
ュ
エ
リ
ー
・
車
・
ピ
ア
ノ
な

ど
、
特
定
の
業
種
に
限
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
今
は

書
籍
・
古
着
・
カ
メ
ラ
・
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
・
お
酒
・
ラ
ン
ド
セ

ル
・
農
機
具
・
ガ
ス
給
湯
機
、

そ
し
て
電
力
も
登
場
で
す
。
不

満
買
い
取
り
セ
ン
タ
ー
な
る
も

の
ま
で
現
れ
ま
し
た
。

　

あ
の
ヤ
フ
ー
も
「
流
れ
に
乗
れ
」
と

ば
か
り
に
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
は

飽
き
足
り
ず
「
ヤ
フ
ー
買
い
取
り
」
を

始
め
て
い
ま
す
。
得
意
の
大
量
ば
ら
ま

き
、
買
い
取
り
メ
ー
ル
作
戦
実
行
中
。

楽
天
・
ア
マ
ゾ
ン
も
追
随
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
家
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か

ら
電
話
が
来
ま
す
。「
掛
け
軸
あ
っ
た

ら
買
い
ま
す
よ
」「
貴
金
属
買
い
取
り

ま
す
よ
」「
不
要
品
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
か
。
あ
ま
り
に
加
熱
す
る
買
い
取
り

ブ
ー
ム
に
、
押
し
買
い
規
制
法
ま
で
で

き
ま
し
た
。

　

過
去
に
も
、
バ
ブ
ル
の
こ
ろ
は
一
億

総
不
動
産
屋
・
一
億
総
株
屋
、
テ
レ
ビ

番
組
の
影
響
で
一
億
総
鑑
定
家
・
一
億

総
骨
董
屋
、
健
康
志
向
時
代
に
は
一
億

総
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
現
在

の
世
相
を
勘
案
し
て
、
冒
頭
の
タ
イ
ト

ル
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
一
層
注
視
し
た
い
の

は
、
買
い
取
り
専
門
と
い
う
業
種
形
態

で
す
。
こ
の
世
の
中
で
買
い
取
り
専
門

と
い
う
業
態
が
成
り
立
つ
の
か
―
。

　

集
め
る
一
方
と
思
わ
れ
が
ち
な
愛
好

家
・
収
集
家
の
人
た
ち
も
、
実
際
に
は
か

な
り
ひ
ん
ぱ
ん
に
売
り
買
い
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世

界
で
は
買
い
と
売
り
が
両
輪
と
し
て
成

り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
、
片
方
だ
け
で

存
立
し
得
な
い
こ
と
は
自
明
の
理
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
智
で
生
ま
れ
た
で
あ

ろ
う
「
買
い
取
り
専
門
店
」。
そ
の
言

葉
に
、
私
は
妙
に
不
思
議
な
感
覚
を
覚

え
ま
す
。
実
際
は
売
る
た
め
に
買
う
わ

け
で
す
が
、「
売
る
行
為
」
を
無
色
透

明
に
し
て
一
切
触
れ
ず
に
、
一
般
の
人

に
「
買
い
取
り
専
門
」
と
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
、
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

お
よ
そ
商
売
に
縁
の
な
い
人
で
も
、

現
代
文
明
社
会
で
は
買
い
と
売
り
の
行

為
に
は
無
縁
で
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
し

て
や
自
分
の
所
有
し
て
い
た
モ
ノ
が
、

ど
う
い
う
経
路
を
た
ど
っ
て
、
最
終
的

に
い
く
ら
の
評
価
で
、
ど
こ
へ
行
き
着

く
の
か
は
、
大
い
に
気
に
な
る
は
ず
で

す
。
今
は
や
り
の
宅
配
買
い
取
り
な
ら

ば
「
ハ
イ
届
き
ま
し
た
。
〇
万
円
で
す
」

「
じ
ゃ
あ
、そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

世
間
話
の
入
る
余
地
な
く
簡
潔
で
す
。

想
像
で
す
け
ど
ネ
。

　

対
極
的
な
の
が
、
売
却
方
法
を
提
示

あ
る
い
は
公
開
し
て
の
買
い
取
り
で
す
。

　

中
古
車
の
ガ
リ
バ
ー
は
二
、
三
年
前

ま
で
は
買
い
取
っ
た
車
を
展
示
せ
ず
、

す
べ
て
全
国
ネ
ッ
ト
の
中
古
車
業
界
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
へ
流
す
。
ブ
ッ
ク
オ
フ
は

定
価
の
十
分
の
一
で
買
い
取
り
、
き
れ

い
に
装
丁
し
て
定
価
の
二
分
の
一
で
店

頭
に
並
べ
る
。
農
機
具
は
、
言
わ
な
く

て
も
中
国
・
ア
ジ
ア
へ
持
っ
て
い
く
の

は
わ
か
る
。
不
満
買
い
取
り
セ
ン
タ
ー

は
、
不
満
を
十
円
で
買
い
取
り
、
企
業

に
五
円
で
売
る
そ
う
だ
。
モ
ノ
で
な
く

ノ
ウ
ハ
ウ
だ
か
ら
、
無
限
に
売
れ
る
わ

け
だ
。
一
円
で
も
売
れ
る
。

　

あ
と
の
大
部
分
が
、
買
い
入
れ
た
そ

の
場（
店
）で
売
る
と
い
う
形
態
。
古
典

的
と
言
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い
な
。

　

め
ざ
と
い
愛
好
家
な
ら
ば
「
買
い
取

り
専
門
店
」
と
聞
い
た
ら
、
オ
ッ
、
い
っ

ぱ
い
品
物
買
い
取
っ
て
集
ま
っ
て
る
な
、

面
白
い
も
の
あ
り
そ
う
だ
、
売
っ
て
も

ら
い
に
行
こ
う
、
買
い
取
り
専
門
だ
か

ら
売
っ
て
く
れ
な
い
か
な
ぁ
…
あ
れ
ー

っ
、
バ
ー
チ
ャ
ル
店
舗
が
多
い
な
ぁ
…
。

　
「
買
い
取
り
ま
す
」
の
広
告
で
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
買
い
取
っ
た
な
ら
、
売

っ
て
く
れ
と
い
う
予
期
せ
ぬ
問
い
合
わ

せ
も
多
い
で
し
ょ
う
。
想
像
で
す
け
ど

ネ
。
逆
説
的
に
言
う
と
、
買
い
取
り
専

門
は
意
外
と
効
果
的
な
セ
ー
ル
ス
販
売

広
告
ナ
リ
ー
。

　

最
初
か
ら
目
論
ん
で
た
わ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
け
ど
、
意
外
な
方
向
に
展

開
し
て
い
く
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
白
い

と
こ
ろ
で
す
ね
。

売れるから買ってもらえる…

❽

一
億
総
買
い
取
り
時
代

一
億
総
買
い
取
り
時
代服

部
　暁
治
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東
京
都
古
物
商
防
犯
協
力
会
連
合
会

（
東
古
連
）
は
、
東
京
美
術
刀
剣
商
業

協
同
組
合
員
・
水
野
光
幸
さ
ん
（
刀
剣

美
術
平
安
堂
、
板
橋
区
）
を
防
犯
功
労

者
に
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
年
間
を

通
じ
、
協
力
会
運
営
活
動
に
功
労
の
あ

っ
た
同
組
合
防
犯
協
力
会
会
員
を
対
象

と
す
る
も
の
で
す
。
水
野
さ
ん
に
は
過

日
、
明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
同
連

合
会
の
表
彰
式
で
、
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
古
連
は
、
東
京
都
内
の
多
分
野
に

わ
た
る
古
物
商
に
よ
る
任
意
の
防
犯
組

織
で
、
警
視
庁
生
活
安
全
部
や
刑
事
部

と
密
接

な
関
係

を
持
っ

て
い
ま

す
。
古

物
営
業

法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
設
立
さ

れ
た
歴
史
あ
る
組
織
で
す
。
主
な
活
動

と
し
て
は
、
こ
の
度
の
表
彰
の
ほ
か
、

法
令
講
習
会
の
開
催
や
資
料
作
成
に
よ

る
情
報
提
供
、
古
物
台
帳
や
表
示
札
の

頒
布
な
ど
が
あ
り
、
防
犯
窓
口
と
し
て

も
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
業
種
別
協
力
会

の
ほ
か
、
都
内
で
古
物
営
業
認
可
を
取

得
し
た
古
物
業
者
は
、
警
視
庁
の
第
一

～
九
の
各
方
面
、
さ
ら
に
所
轄
警
察
署

ご
と
に
分
割
さ
れ
た
地
域
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
防
犯
協
力
会
に
加
入
が
可
能
で
す
。

　

い
つ
も
柔
ら
か
な
笑
顔
で
元
気
に
活

動
さ
れ
て
い
る
水
野
さ
ん
の
姿
は
、
皆

さ
ま
よ
く
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。
業
歴

も
長
く
、
幅
広
い
分
野
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

 

（
伊
波
賢
一
）

水
野
光
幸
氏
が
防
犯
功
労
者
表
彰

　

七
月
五
日
、「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
―
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、

石
炭
産
業
」
の
世
界
遺
産
登
録
が
決

ま
っ
た
。
当
初
か
ら
本
件
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
尽
力
し
て
こ
ら
れ

た
加
藤
康こ

う

子こ

氏
（
一
般
財
団
法
人
産

業
遺
産
国
民
会
議
専
務
理
事
・
内
閣

官
房
参
与
）
ら
の
労
を
多
と
し
、
該

当
す
る
八
エ
リ
ア
二
十
三
件
の
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
喜
び
を
共
に
し
た

い
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
・
国
際
記

念
物
遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
が
評

価
し
た
「
西
洋
技
術
を
日
本
の
ニ
ー

ズ
や
伝
統
に
適
合
さ
せ
、
五
十
年
余

り
と
い
う
短
期
間
（
一
八
五
〇
年
代

～
一
九
一
〇
年
）
で
本
格
的
な
産
業

化
を
達
成
し
た｣

と
い
う
視
点
は
正

鵠
を
射
て
い
る
。
多
く
の
産
業
分
野

で
従
来
の
わ
が
国
に
な
か
っ
た
、
全
く

新
し
い
技
術
が
導
入
さ
れ
た
か
に
見
え

る
が
、
実
は
幕
末
ま
で
に
培
っ
た
固
有

の
技
術
や
技
能
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し

遂
げ
ら
れ
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
無
論
、
鉱
工
業
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　

昨
今
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
過
度
に

依
存
し
た
現
代
の
モ
ノ
づ
く
り
に
対
し

て
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
実
際
に
手
を
駆
使
し
て
モ
ノ
を
作

っ
た
体
験
も
な
い
の
に
、
果
た
し
て
本

当
に
役
立
つ
モ
ノ
が
設
計
で
き
る
の
か
、

と
。
素
材
が
金
属
な
ら
、
ハ
ン
マ
ー
で

叩
く
、
ヤ
ス
リ
を
か
け
る
、
砥
石
で
研

ぐ
と
い
っ
た
基
本
動
作
の
体
得
が
不
可

欠
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
も
考
え
る
。

つ
ま
り
伝
統
的
な
鍛
冶
の
仕
事
で
あ
る
。

　

鍛
冶
も
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
刃
物
鍛

冶
・
農
鍛
冶
・
道
具

鍛
冶
…
、
細
分
化
す

る
と
鉋
や
鑿
、
鋸
、

鋏
等
々
、
一
品
だ
け

の
専
門
鍛
冶
が
い

る
。
刀
鍛
冶
も
そ
の
類
で
あ
る
。

　

刀
鍛
冶
は
明
治
の
廃
刀
令
ま
で
一
貫

し
た
系
譜
を
伝
え
て
い
た
が
、
需
要
が

消
滅
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
刀
以
外
の

鍛
冶
に
転
業
し
た
。
著
名
な
道
具
鍛
冶

の
千
代
鶴
是
秀
が
江
戸
石
堂
の
出
自
で

あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

軍
刀
ブ
ー
ム
の
時
代
に
は
多
く
を
刀
の

世
界
に
呼
び
込
ん
だ
が
、
そ
れ
も
敗
戦

に
よ
っ
て
一
時
ゼ
ロ
に
帰
し
た
。
鍛
冶

の
近
現
代
は
、
変
化
が
激
し
い
。

　

本
書
は
、
和
鉄
・
和
鋼
・
和
銑
を
も

っ
ぱ
ら
と
し
て
い
た
鍛
冶
た
ち
が
、
洋

鉄
・
洋
鋼
の
も
た
ら
さ
れ
た
時
代
に
ど

う
対
応
し
た
か
、
産
地
を
訪
ね
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

伝
統
技
術
を
伝
え
る
鍛
冶
た
ち
の
聞
き

書
き
に
よ
っ
て
そ
の
経
緯
と
現
状
を
明

ら
か
に
し
た
労
作
で
あ
る
。

　

著
者
の
香
月
節
子
さ
ん
は
、
長
く
鍛

冶
文
化
史
を
追
究
し
て
き
た
希
有
な
研

究
者
。『
む
ら
の
鍛
冶
屋
』（
ご
主
人
の

香
月
洋
一
郎
氏
と
の
共
著
）
な
ど
の
著

書
が
あ
る
。

　

変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

変
わ
ら
な
い
も
の
と
、
そ
れ
を
一
途
に

守
る
人
々
の
心
を
見
つ
め
て
み
た
い
も

の
で
あ
る
。�

（
土
子
民
夫
）

鍛
冶
た
ち
は
洋
鉄
の
時
代
に
ど
う
対
応
し
た
か

『
鉄
と
火
と
水
の
技
─
時
代
の
波
と
鍛
冶
職
人
』

�

香
月 

節
子　

定
価（
四
八
〇
〇
円
＋
税
）　

慶
友
社

　

梅
雨
の
中
、
次
第
に
夏
の
暑
さ
が
感

じ
ら
れ
る
六
月
の
二
十
七
・
二
十
八
日

の
両
日
、
大
阪
の
南
美
術
会
館
に
お
い

て
「
な
ん
ば
刀
剣
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
ん
ば
刀
剣
祭
は
大
阪
美
術
商
組
合

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
四
年
目

と
な
り
ま
す
。
大
阪
は
も
ち
ろ
ん
東

京
・
岐
阜
・
京
都
・
和
歌
山
・
新
潟
な

ど
全
国
か
ら
十
八
店
の
刀
剣
商
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
大
阪
で
修
業
し
て
お
り
、

毎
年
の
よ
う
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
た
め
、
刀
剣
祭
の
雰
囲
気
は
知

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
年
の
刀
剣
祭

は
一
味
違
い
ま
し
た
。
大
阪
の
数
寄
者

は
話
し
好
き
で
、
買
う
と
き
に
値
切
り

が
キ
ツ
く
、
往
生
す
る
の
は
い
つ
も
の

こ
と
な
の
で
す
が
、
今
回
は
女
性
の
お

客
さ
ま
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
盛
ん
に
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
刀
剣
女
子
ブ
ー
ム
を
肌
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
見

た
感
じ
は
高
校
生
が
多
く
、
中
学
生
も

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
び
っ
く

り
し
た
の
は
、
開
店
を
前
に
女
の

子
が
八
人
も
並
ん
で
待
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。
話
を
す
る
と
、
や
は

り
刀
剣
女
子
の
皆
さ
ま
で
、
刀
剣

乱
舞
の
サ
イ
ト
な
ど
の
掲
示
板
で

知
っ
た
と
い
う
方
た
ち
で
し
た
。

　

確
か
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
な
ん
ば
刀
剣
祭
」
を
検
索
す
る

と
、
刀
剣
乱
舞
の
情
報
サ
イ
ト
が

一
番
に
出
て
き
て
、
そ
の
中
で
な
ん
ば

刀
剣
祭
の
情
報
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

一
日
を
通
し
て
、
女
性
の
お
客
さ
ま

が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
女

性
客
数
が
男
性
客
を
明
ら
か
に
上
回
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
私
た
ち
の

営
業
成
績
に
結
び
つ
く
か
と
い
う
と
、

そ
う
い
う
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
女
子
高
校
生
た
ち
に
は
手
が
届

か
な
い
金
額
が
現
状
な
の
で
、
仕
方
が

な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
刀
剣
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
の
は
と
て
も
い

い
こ
と
で
、
催
し
の
雰
囲
気
も
盛
況
で

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
刀
剣
女
子
が

年
を
重
ね
て
い
っ
た
と
き
に
本
物
の
コ

レ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

な
ん
ば
刀
剣
祭
は
盛
況
の
う
ち
に
二

日
間
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

�

（
土
肥
富
康
）

ここでも刀剣女子の集団が…

「
な
ん
ば
刀
剣
祭
」も
刀
剣
女
子
で
大
賑
わ
い
！

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会（
小
野
裕
会
長
）

か
ら
、
保
存
・
特
別
保
存
鑑
定
書
と
、
重
要
・
特
別
重
要
指

定
書
の
書
き
替
え
に
つ
い
て
の
条
件
お
よ
び
料
金
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

書
き
替
え
に
は
、
以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

①
書
き
替
え
は
、
鑑
定
書
お
よ
び
指
定
書
が
毀
損
・
汚
損
し

た
場
合
に
の
み
対
応
す
る
。

②
鑑
定
書
お
よ
び
指
定
書
な
ら
び
に
対
象
物
件（
刀
剣
・
刀

装
・
刀
装
具
）が
真
正
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
こ
と
。

③
真
贋
確
認
の
た
め
、
前
記
②
の
鑑
定
書
お
よ
び
指
定
書
な

ら
び
に
対
象
物
件
を
協
会
に
提
出
し
、
か
つ
協
会
が
必
要

と
す
る
期
間
的
条
件（
預
か
り
期
間
）を
承
諾
す
る
こ
と
。

　

料
金
は
下
表
の
通
り
。
な
お
、
証
書
の
紛
失
に
伴
う
再
交

付
は
、
従
来
通
り
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

重
要
・
特
別
重
要
の
指
定
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
紛
失
に

伴
う
申
請
は
一
件
に
つ
き
一
回
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
の
見
直
し
に
よ
り
発
行
手
数
料
を
下
表
の
通
り
改
定

し
ま
す
。

書換手数料

種　　別 対象物件 手数料

保存・特別保存・鑑定書
刀剣・刀装 20,000円

刀　装　具 15,000円

重要・特別重要・指定書
刀剣・刀装

30,000円
刀　装　具

証明書発行手数料

種　　別 対象物件 手数料

重要・特別重要・指定書
刀剣・刀装

30,000円
刀　装　具

証
書
の
書
き
替
え
と
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て（
日
刀
保
）

夏季特別展「真剣少女の日本刀展」
　日本刀との出会いの場の創出を
テーマに、日本の伝統工芸の集合体
である日本刀と「しんけん!!」との
コラボレーション企画です。
　昨今、世界的に日本刀などの日本
の伝統工芸品の評価が高まり、収集
家が増えている中、日本国内では美
術品・文化財離れが深刻化し、愛刀
家が減少、日本刀の保存伝承に危機
感が強まっています。
　平成27年４月23日に新登場した
「しんけん!!」では、実存する名刀の
数々を主人公である刀匠が鍛造し、
その名刀を持つことができる女子高
生たちとともに侵略から世界を守る
という物語です。今後もキャラクター
数がどんどん増えていく予定です。
　今回の特別展は、由来・伝来から
あこがれとともに畏怖されてきた名
刀の数々を、異色の女子高生キャラ
クターとともに展観し、イノベー

ションすることで、日本刀ファンを
増やすための、出会いのきっかけ
（扉）となることを目指しています。
　また、同作には多くの備前の名刀
が取り上げられており、本物の備前
の名刀を見ていただきつつ、日本刀
の聖地・長船を紹介していきます。
　さらに、あらゆる伝統工芸の粋で
ある日本刀を紹介するために、女子
高生キャラクターが所持する拵（外
装）にも注目し、各職方の技や製作
方法、作品なども展示し、古来より
伝承され、現代に受け継ぎ製作され
た作品も同時に展示し、過去・現在・
未来とつながる日本刀のものづくり
ならびに日本刀文化をご覧いただき
たいと考えています。
　なお、会期中の週末にはさまざま
な関連イベントを予定しています。
会期：７月18日㈯～９月13日㈰
　月曜休館、祝日の場合はその翌日

■備前長船刀剣博物館
〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
http://www.city.setouchi.lg.jp/token/



刀　剣　界平成27年7月15日発行（隔月刊） 第24号

（8）

　

二
〇
一
四
年
十
一
月
、
ロ
ス
ア
ン
ジ

ェ
ル
ス
州
立
博
物
館
に
お
い
て
サ
ム
ラ

イ
ア
ー
ト
の
展
覧
会
が
催
さ
れ
、
日
本

の
甲
冑
の
展
示
と
と
も
に
数
々
の
名
刀

や
刀
装
具
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
展
示

の
企
画
・
解
説
に
は
、
日
系
三
世
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
米
国
支
部
理
事
マ
イ
ク

･

ヤ
マ
サ
キ
氏
、
ダ
リ
ン･
フ
ル
カ
ワ

氏
、
ギ
ャ
リ
ー･

ヨ
シ
ノ
氏
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ヤ
マ
サ
キ
氏
は
、「
私
た
ち

の
第
一
の
目
標
は
『
日
本
刀
の
美
』
を

米
国
の
一
般
社
会
へ
紹
介
す
る
こ
と
で

す
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
少
し

前
ま
で
日
本
以
外
で
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
名
品
の
数
々
で
す
。
こ
れ

は
、
近
年
の
世
界
の
経
済
状
況
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
の
状
況
の
変

化
に
よ
り
実
現
で
き
た
も
の
で
す
。

　

第
二
の
試
み
は
、
今
日
の
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス
に
対
し
、
新
た
な
展
示
方
法
を

提
案
し
ま
し
た
。
従
来
の
伝
統
的
な
方

法
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
最
新
の
技
術

を
加
え
た
展
示
方
法
は
、
大
変
好
評
で

し
た
。
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、

地
震
多
発
地
帯
で
す
の
で
、
展
示
耐
震

構
造
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
国
で
は
日
本
の
サ
ム
ラ
イ
と
し
て

｢

宮
本
武
蔵
」
が
と
て
も
有
名
で
す
。

そ
こ
で
、
第
三
の
試
み
と
し
て
、「
武

蔵
」
の
作
品
も
二
点
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
展
示
は
米
国
の
博
物
館
に
お

い
て
初
め
て
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
日

本
の
刀
剣
の
歴
史
に
沿
っ
た
主
要
な
名

品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
の
作
品
と
し
て
は
、
そ
の

出
来
映
え
や
歴
史
的
価
値
か
ら
来
国
光

（
特
別
重
要
刀
剣
）、
相
州
行
光
（
重
要

刀
剣
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
八

点
の
特
別
重
要
・
重
要
ラ
ン
ク
の
作

品
、
高
木
貞
宗
（
徳
川
家
と
細
川
家
）、

之
定
（
黒
田
家
）、
雲
州
是
一
（
徳
川

将
軍
家
）、
兼
長
（
土
屋
家
）、
綱
広

（
池
田
家
）、
村
正
（
牧
野
家
）
六
点
の

伝
来
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
新
々
刀
ま
で
の
サ
ム

ラ
イ
ア
ー
ト
の
作
品
は
、
観
客
が
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
作
柄
の
違
い
を
鑑
賞
し

や
す
い
よ
う
に
考
慮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
の
目
的
は
広
く
告
知
さ

れ
、
地
元
の
小
学
校
か
ら
の
見
学
が
あ

り
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
高
校

の
先
生
た
ち
二
百
人
を
対
象
と
し

た
講
習
会
も
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
米
国
で
た
だ
一
人
、
永
山
光

幹
師
の
内
弟
子
で
あ
る
林
繁
和
氏

に
よ
る
「
伝
統
的
な
日
本
刀
の
研

磨
」
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。

　

米
国
人
の
日
本
刀
や
そ
の
修
復

に
対
す
る
興
味
は
大
変
旺
盛
で
、

こ
の
四
カ
月
の
開
催
期
間
中
に
六

万
二
千
人
の
来
館
者
を
数
え
、
米

国
内
の
他
の
博
物
館
か
ら
の
展
示

依
頼
や
問
い
合
わ
せ
も
数
多
く
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
展
覧
会
が
催
せ

た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
て
い

ま
す
。�

（
マ
イ
ク･

ヤ
マ
サ
キ
）

Ｌ
Ａ
州
博
物
館
の
日
本
刀
展
で

六
万
人
超
の
入
館
を
記
録

04

小学生も見学に訪れた

　

巷
で
は
「
刀
剣
女
子
」
な
る
新
た
な

日
本
刀
愛
好
家
が
各
地
の
美
術
館
を
訪

れ
て
、
空
前
の
来
場
者
数
を
記
録
す
る

な
ど
、
そ
の
盛
況
ぶ
り
が
驚
き
と
と
も

に
盛
ん
に
テ
レ
ビ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
刀
と
い
え
ば
男
性
限
定
の
、
そ

れ
も
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
趣
味
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
。
思
う
に
、
刀
剣
女

子
が
か
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

は
、
武
士
の
表
道
具
と
さ
れ
る
き
わ
め

て
男
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
日
本
刀

が
、
若
い
女
性
た
ち
を
魅
了
し
、
強
い

興
味
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
両

者
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
世
の
耳
目
が
集
ま
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
刀
剣
女
子
が
夢
中

に
な
っ
て
い
る
の
は
日
本
刀
を
擬
人
化

し
た
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
す

る
も
の
で
、
刀
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
す
。

　

業
界
に
身
を
置
く
わ
れ
わ
れ
と
し
て

は
、
刀
剣
女
子
が
正
し
く
日
本
刀
の
美

し
さ
や
そ
の
伝
統
を
理
解
し
、
刀
剣
が

単
な
る
殺
傷
の
武
器
で
は
な
く
、
武
士

の
高
邁
な
る
精
神
を
象
徴
す
る
美
術
品

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
掲
示
す
る
ビ

ジ
ュ
ア
ル
系
の
日
本
刀
関
連
書
籍
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
以
下
、
最
近
発
刊
さ
れ
た
関
連

書
籍
を
ご
案
内
し
ま
す
。

①
『
物
語
で
読
む
日
本
の
刀
剣
１
５

０
』（
か
み
ゆ
歴
史
編
集
部
）
本
体

８
６
０
円
＋
税

②
『
日
本
刀
』（
宝
島
社
）
本
体
８
０

０
円
＋
税

③
『
日
本
刀
図
鑑
』（
宝
島
社
）
本
体

９
２
６
円
＋
税

④
『
日
本
刀
を
描
く
』（
玄
光
社
）
本

体
１
９
０
０
円
＋
税

⑤
『
日
本
の
刀
剣
』（
枻え

い

出
版
社
）
本

体
９
２
５
円
＋
税

⑥
『
名
刀
伝
（
角
川
春
樹
事
務
所
）
本

体
７
８
０
円
＋
税

⑦
『
刀
剣
探
訪
ぴ
あ
』（
ぴ
あ
）
本
体

８
０
０
円
＋
税

⑧
『
日
本
刀
大
全
Ⅰ
』（
学
研
）
本
体

２
１
０
０
円
＋
税

⑨
『
日
本
刀
大
全
Ⅱ
』（
学
研
）
本
体

２
１
０
０
円
＋
税

⑩
『
日
本
刀
事
典
』（
学
研
）
本
体
２

５
０
０
円
（
税
別
）

⑪
『
Ｔ
ｈ
ｅ
刀
』（
英
知
出
版
社
）
本

体
７
４
３
円
＋
税

⑫
『
日
本
刀
の
本
』（
宝
島
社
）
本
体

８
３
８
円
＋
税

⑬
『
図
説
侍
入
門
』（
学
研
）
本
体
１

９
０
０
円
＋
税

⑭ 

歴
史
人
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
『
日
本

刀
大
図
鑑
』（
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
）

本
体
６
９
４
円
＋
税

�

（
今
津
同
力
）

発
行
相
次
ぐ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
刀
剣
書
〈
そ
の
２
〉

⑩⑭ ⑬ ⑫ ⑪

⑨ ⑧ ⑥⑦

①⑤ ④ ③ ②

　

刀
匠
の
松
田
次
泰
氏
が
去
る
三
月
に

千
葉
県
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
祝
賀
会
が
六
月

九
日
、
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

　

発
起
人
代
表
を
東
京
電
力
会
長
の
数

土
文
夫
氏
が
務
め
、
各
界
か
ら
約
百
七

十
人
が
参
加
す
る
な
ど
、
華
や
い
だ
お

祝
い
の
会
と
な
っ
た
。
土
俵
入
り
に
使

わ
れ
て
い
る
太
刀
を
松
田
氏
が
製
作
し

た
縁
か
ら
、
横
綱
白
鵬
関
も
駆
け
つ
け

て
花
を
添
え
た
。

　

鎌
倉
時
代
の
古
刀
再
現
に
意
を
注
い

で
き
た
松
田
氏
だ
が
、「
皆
さ
ま
に
評

価
し
て
い
た
だ
き
、
認
定
い
た
だ
い
た

こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
」
と
礼

を
述
べ
る
と
、
会
場
に
大
き
な

拍
手
が
湧
い
た
。

　

松
田
刀
匠
は
昭
和
二
十
三
年

生
ま
れ
。
高
橋
次
平
師
に
師
事

し
、
後
に
吉
原
国
家
師
に
つ
い

て
研
鑽
を
積
ん
だ
。
平
成
十
七

年
の
新
作
名
刀
展
で
の
文
化
庁

長
官
賞
を
は
じ
め
数
々
の
受
賞

を
経
て
、
二
十
一
年
、
無
鑑
査

に
認
定
さ
れ
た
。
今
後
、
一
層

の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

�

（
川
島
貴
敏
）

松
田
次
泰
刀
匠
の
千
葉
県
無
形
文
化
財

認
定
祝
賀
会
開
催
さ
る

お礼の言葉を述べる松田刀匠夫妻
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特別展「海峡を渡る布 ─初公開 山本發次郎
　 � 染織コレクション ふたつのキセキ─」
　大航海時代、
それは世界の人
とモノが海でつ
ながり、文化が
巡る時代の幕開
けでした。東イ
ンド会社はアジ
アおよび東南ア
ジア地域で交易
を展開し、イン
ドで作られた色
鮮やかな布が海
峡を渡ってゆき
ました。西へと
渡った布はヨー
ロッパに至り、
産業革命の引き
金になったとも
言われます。また、東へと渡りインドネシア
やその周辺地域へともたらされた布は、イン
ドネシアの伝統的な染織文化のデザインにも
影響を与えました。
　このたび初公開となる山本發次郎（1887～
1951）の染織コレクションは、日本国内に伝
来するインド・東南アジア染織コレクション
としては、最も早い昭和戦前期に収集された
と考えられる作品群で、総点数300に及ぶ膨
大なコレクションです。その収集には、昭和
10年代初頭にインドネシアで活動していた画
家・山尾薫

くんめい

明（1903～99）が大きな役割を果た
しました。山尾は山本から資金提供を受け、
インドネシアで求めた陶磁器や染織品を日本
へと持ち帰り、山本の収集を助けました。
　本展覧会では、山本發次郎の染織品収集の
“軌跡（キセキ）”を探ります。そして膨大な
コレクションの多くが昭和20年の空襲によっ
て自宅とともに失われた中、“奇跡（キセキ）”
的に罹災を免れた山本の染織コレクションの
全貌に迫ります。
会期：９月９日㈬～10月18日㈰　火曜休館、
ただし９月22日（火・休）は開館、９月24日
㈭は休館

■大阪歴史博物館
〒540-0008 大阪市中央区大手前４-１-32
☎06-6946-5728
http://www.mus-his.city.osaka.jp/

インド更紗

『毎日新聞』平成27年６月15日夕刊

『産経新聞』茨城県版、平成27年5月30日

　

黒
田
官
兵
衛
の
「
日
本
号
」、
本
多

忠
勝
の
「
蜻と

ん
ぼ蛉
切ぎ

り

」、
結
城
秀
康
の

「
御お

手て

杵ぎ
ね

の
槍
」
を
合
わ
せ
て
「
天
下

三
名め

い

槍そ
う

」
と
言
う
。

　

残
念
な
が
ら
御
手
杵
の
槍
は
、
先
の

大
戦
の
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
近
年
、
研
究
者
や
静
岡

県
島
田
市
の
有
志
ら
に
よ
っ
て
復
元
さ

れ
た
。

　

結
城
氏
十
八
代
当
主
秀
康
は
あ
ま
り

知
ら
れ
た
人
物
で
は
な
い
が
、
実
は
徳

川
家
康
の
次
男
で
、
二
代
将
軍
秀
忠
の

兄
に
当
た
る
。

　

秀
康
は
幼
少
か
ら
数
奇
な
運
命
を
た

ど
る
。
正
妻
の
子
で
は
な
い
た
め
冷
遇

さ
れ
て
き
た
が
、
兄
信
康
が
天
正
七
年

（
一
五
七
九
）
織
田
信
長
の
逆
鱗
に
触

れ
て
切
腹
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

秀
康
も
徳
川
氏
の
後
継
候
補
の
一
人
と

な
る
が
、
運
命
が
い
た
ず
ら
す
る
。

　

家
康
は
豊
臣
秀
吉
と
小
牧･

長
久
手

の
戦
で
激
突
、
家
康
が
勝
利
す
る
が
、

長
期
戦
を
恐
れ
和
睦
と
す
る
。
そ
の
条

件
と
し
て
、
秀
康
を
秀
吉
の
養
子
に
差

し
出
す
。
養
子
と
は
い
え
、
実
質
は
人

質
の
身
。
そ
れ
で
も
秀
康
は
そ
の
後
、

初
陣
の
九
州
攻
め
、
続
く
小
田
原
攻
め

で
手
柄
を
挙
げ
、
秀
吉
の
天
下
統
一
に

貢
献
す
る
。
秀
吉
も
そ
の
活
躍
を
認

め
、
子
供
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
後
継
者
候
補
の
一
人
と
す
る
。

　

が
、
天
正
十
七
年
に
実
子
の
鶴
丸
が

誕
生
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
秀
康
は
、
ま

た
も
や
他
家
に
養
子
に
出
さ
れ
る
。
そ

れ
が
結
城
家
で
あ
る
。
天
正
十
八
年
、

結
城
晴
朝
の
養
子
と
な
っ
て
家
督
を
継

ぎ
、
十
八
代
当
主
と
な
る
。

　

御
手
杵
の
槍
は
義
父
晴
朝
が
作
ら
せ

（
島
田
義
助
作
と
い
う
）
秀
康
に
受
け

継
が
れ
た
も
の
で
、
全
長
が
四
一
二
セ

ン
チ
あ
り
、
熊
の
毛
で
覆
っ
た
鞘
も
巨

大
で
杵
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
も
関
ヶ
原
の
戦
の
前
哨
戦
と

な
っ
た
会
津
攻
め
に
参
戦
、
上
杉
軍
の

足
止
め
に
成
功
し
、
父
家
康
の
勝
利
に

貢
献
し
た
。
戦
後
、
そ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
て
越
前
六
十
七
万
石
に
加
増

移
封
さ
れ
、
そ
こ
で
も
善
政
を
行
い
庶

民
か
ら
も
慕
わ
れ
た
と
い
う
。

　

御
手
杵
の
槍
は
レ
プ
リ
カ
と
は
い
え
、

迫
力
あ
る
面
影
を
伝
え
て
い
る
。
再
現

し
た
島
田
市
か
ら
、
ゆ
か
り
の
結
城
市

に
贈
ら
れ
、
結
城
蔵
美
館
で
常
設
展
示

さ
れ
て
い
る
。�

（
赤
荻
　
稔
）

「
御
手
杵
の
槍
」と
結
城
秀
康

『刀剣界』は隔月で発行しています。現在、キャンペーン中につき、ご希望の方に１年間無料でお送りしています。組合員・賛助会員以外の方で継続購読を希望される方は、
お名前・送付先・電話・メールアドレス（あれば）を左記まで書面でお知らせください。また、お知り合いで刀剣に興味のある方がいましたら、教えてあげてください。
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ス
を
訪
れ
た
方
に
は
、
ぜ
ひ
刀
剣
博
物

館
に
も
一
度
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
お
隣
の
徳
川
美
術
館
の
ブ
ー
ス

を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
だ
く
と
、
同
館
が

所
蔵
し
、
ゲ
ー
ム
中
で
も
人
気
の
刀

剣
男
子
で
あ
る
名
物
「
鯰な

ま
ず
お尾
藤
四
郎
」

の
等
身
大
ポ
ス
タ
ー
が
六
〇
〇
部
限

定
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
山や

ま
ん
ば
ぎ
り

姥
切
国
広
」
の
本
歌
（
オ
リ
ジ
ナ

ル
）
で
あ
る
長
船
長
義
の
刀
は
「
徳
川

家
康
展
」
に
公
開
が
決
定
し
た
そ
う
で

す
。
こ
ち
ら
で
も
徳
川
美
術
館
の
企
画

展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
配
布
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

徳
川
美
術
館
は
、
御
三
家
の
筆
頭
で

あ
る
尾
張
徳
川
家
関
連
の
名
品
を
収
蔵

す
る
由
緒
あ
る
美
術
館
で
す
。
刀
剣
類

も
国
内
屈
指
の
数
多
く
の
名
刀
を
所
蔵

し
て
お
り
、
刀
剣
に
関
す
る
基
礎
知
識

が
わ
か
り
や
す
く
学
べ
る
と
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
「
刀
剣
フ
ァ
ン
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

軽
さ
で
も
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
は
、
㈲
金
沢
印
刷
の
ブ
ー
ス

で
「
わ
し
の
模
造
刀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
題
し
、
模
造
刀
が
二
〇
振
ほ
ど
展
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
多
く
の
人
が

見
学
さ
れ
て
い
る
様
子
で
、
や
は
り

「
刀
剣
」
そ
の
も
の
に
も
興
味
や
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

九
州
は
博
多
の
二
鶴
堂
が
販
売
す
る

黒
田
官
兵
衛
愛
用
の
名
刀
「
圧へ

し

切き
り

長
谷

部
」
を
模
し
た
箱
に
入
っ
た
約
五
〇
セ

ン
チ
の
ロ
ン
グ
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
も

早
々
に
売
り
切
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

刀
剣
乱
舞
の
人
気
が
や
む
気
配
は
微

塵
も
な
く
、
ま
す
ま
す
人
気
を
高
め
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
今
後
も
刀
剣
乱
舞

に
起
因
す
る
刀
剣
ブ
ー
ム
は
続
き
、
博

物
館
で
の
名
物
刀
剣
を
展
示
す
る
企
画

展
や
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
、
注

目
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
秋
に
開
催
さ
れ
る
刀
剣
業
界
最

大
の
催
事
で
あ
る
「
大
刀
剣
市
」
に
も

多
く
の
“
新
し
い
”
愛
刀
家
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
け
る
可
能
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。�

（
冥
賀
亮
典
）

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

刀
剣
乱
舞
オ
ン
リ
ー
同
人
誌
即
売
会「
百
刀
繚
乱
～
君
の
心
を
白
刃
取
り
～
」

刀
剣
乱
舞
に
起
因
す
る
刀
剣
ブ
ー
ム
に
沸
く

　

五
月
五
日
㈫
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た
刀
剣
乱
舞
オ
ン
リ
ー
同

人
誌
即
売
会
「
百
刀
繚
乱
～
君
の
心
を

白
刃
取
り
～
」
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
東
一
・
二
・
三
ホ
ー
ル
を
会
場

と
し
て
四
二
七
六
サ
ー
ク
ル
が
参
加
、

入
場
者
数
は
サ
ー
ク
ル
入
場
者
・
一
般

入
場
者
で
十
万
人
を
超
え
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
当
初
募
集
し
て

い
た
一
〇
〇
〇
ス
ペ
ー
ス
か
ら
四
〇
〇

〇
ス
ペ
ー
ス
に
ま
で
開
催
規
模
が
拡
大

し
た
こ
と
と
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
（
刀
剣
博
物
館
）・

公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
（
徳
川
美

術
館
）
が
出
展
を
決
定
し
た
こ
と
か
ら

話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

十
時
開
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
朝

か
ら
人
が
押
し
寄
せ
て
列
は
み
る
み
る

伸
び
、
ま
さ
に
現
代
の
参
勤
交
代
さ
な

が
ら
の
長
い
待
機
列
を
形
成
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
筆
者
が
到
着
し
た
十
一
時

ご
ろ
に
は
い
く
ら
か
行
列
も
緩
和
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
入
場
す
る

の
に
数
十
分
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

入
場
す
る
と
、
そ
の
会
場
の
広
さ
、

ひ
し
め
く
人
混
み
、
そ
し
て
激
し
い
熱

気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
お
気
に
入
り

の
刀
剣
男
子
の
コ
ス
プ
レ
に
身
を
包
ん

だ
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
数
多
く
い
て
、

と
て
も
華
や
か
で
し
た
。
人
混
み
で
迷

子
に
な
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
同
行
し

て
く
れ
た
審さ

に

わ
神
者
の
一
人
、
も
と
い
、

妻
に
連
れ
ら
れ
て
よ
う
や
く
刀
剣
博
物

館
の
ブ
ー
ス
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
現
代
刀
匠
の
石
田
国

壽
・
高
橋
恒
厳
の
両
氏
に
よ
る
銘
切
り

実
演
が
行
わ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
ま

し
た
。
銘
切
り
は
本
来
は
刀
の
茎
に
銘

を
切
り
ま
す
が
、
金
属
の
プ
レ
ー
ト
を

用
い
て
希
望
の
文
字
を
切
り
ま
す
。
十

一
時
か
ら
一
〇
〇
名
限
定
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
昼
過
ぎ
に
は
早
々
と
規
定

人
数
に
達
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ほ
か
に
、
刀
剣
博
物
館
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
、
機
関
誌
『
刀
剣
美
術
』
の

閲
覧
、
た
た
ら
事
業
・
作
刀
の
様
子
な

ど
の
写
真
展
示
、
入
門
者
向
け
な
ど

関
連
書
籍
の
販
売
、
日
刀
保
た

た
ら
で
製
造
し
た
玉
鋼
の
サ
ン

プ
ル
販
売
（
限
定
五
〇
〇
個
）、

映
画
「
た
た
ら
侍
」
の
チ
ラ
シ

の
配
布
、
刀
剣
博
物
館
入
館
料

割
引
券
の
配
布
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
（
刀
剣
博
物
館
）
の

ブ
ー
ス
は
終
始
、
人
波
が
絶
え

ず
に
人
気
を
集
め
て
い
た
ブ
ー

ス
の
一
つ
で
し
た
。

　

刀
剣
博
物
館
は
刀
剣
専
門
の

す
ば
ら
し
い
博
物
館
で
す
。
ゲ

ー
ム
中
に
登
場
す
る
新
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
し
て
、
来
国
行
の
作

で
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

「
明あ

か

石し

国
行
」
と
号
の
あ
る
太

刀
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ブ
ー

刀剣女子で賑わう日刀保のブース（撮影／トム岸田）

江
戸
東
京
博
物
館「
花
燃
ゆ
」特
別
展

若
き
英
雄
た
ち
が
生
き
た
時
代

白
井
成
樹
原
画
展「
武
者
と
馬
の
時
代
―
源
平
か
ら
戦
国
ま
で
」

正
確
な
時
代
考
証
、大
胆
な
空
想
も

　

現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
放
映

中
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に
ち
な

む
特
別
展
の
報
道
発
表
の
案
内
を
頂
い

た
の
で
、
江
戸
東
京
博
物
館
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

主
演
女
優
の
井
上
真
央
さ
ん
の
撮
影

会
も
あ
り
ま
し
た
。
近
く
で
拝
見
す
る

と
、
さ
す
が
に
「
き
れ
い
だ
な
あ
」
と

思
い
ま
し
た
が
、
街
で
す
れ
違
っ
て
も

案
外
気
が
つ
か
な
い
か
も
し
れ
ず
、
そ

こ
い
ら
辺
も
井
上
真
央
さ
ん
の
魅
力
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
特
別
展
に
つ
い
て
で
す
が
、

ま
ず
小
生
が
長
州
の
こ
と
を
知
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
、
最
初
の
展
示
で
気
づ

か
さ
れ
ま
す
。
伊
能
忠
敬
の
「
御
両
国

測
量
絵
図
」。
こ
れ
は
長
州
藩
が
伊
能

家
か
ら
入
手
し
た
写
本
で
、
周
防
・
長

門
の
「
御
両
国
」
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
幕
府
上
呈
本
と
伊
能
家
控
図

が
共
に
焼
失
し
て
い
る
た
め
、「
大
図
」

の
姿
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
な
の
で

す
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
長
州
藩
に
は

長
府
・
徳
山
・
清
末
・
岩
国
の
四
つ
の

支
藩
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
特
別
展
で
わ
れ
わ
れ
が
注
目
す

る
も
の
の
一
つ
は
、
藩
主
毛
利
敬
親
所

用
の
紺
糸
素
懸
威
五
枚
胴
具
足
。
胴
・

銘
明
珍
信
家
、
兜
・
銘
明
珍
貞
家
。
兜

は
三
十
間
、
こ
れ
は
珍
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
保
存
状
態
も
良
く
、

実
戦
向
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
陸
奥
守
藤
原

兼
信
の
刀
。
こ
れ
は
慶
応
三
年
（
一
八

六
七
）
十
二
月
、
朝
廷
は
毛
利
敬
親
父

子
に
対
し
、
剝
奪
し
て
い
た
官
位
復
位

　

白
井
成ま

さ

樹き

原
画
展
「
武
者
と
馬
の
時

代
―
源
平
か
ら
戦
国
ま
で
」
が
東
京
銀

座
の
文
芸
春
秋
画
廊
で
、
三
月
三
十
日

～
四
月
四
日
開
か
れ
て
い
た
。

　

白
井
氏
は
東
亜
国
内
航
空
・
日
本
エ

ア
シ
ス
テ
ム
・
日
本
航
空
と
航
空
会
社

と
歩
み
を
共
に
し
、
そ
こ
の
企
画
の
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
月
め
く
り

の
格
調
高
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ギ
ネ
ス
ブ

ッ
ク
に
載
る
よ
う
な
長
い
年
月
描
き
続

け
、
乗
り
物
好
き
、
模
型
好
き
に
は
古

く
か
ら
知
ら
れ
る
存
在
だ
。

　

そ
の
白
井
氏
の
、
今
回
は
も
う

一
つ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
馬

と
鎧
武
者
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

　

二
フ
ロ
ア
の
大
型
画
廊
の
す
べ

て
の
壁
を
埋
め
尽
く
し
た
氏
の
作

品
群
だ
が
、
時
代
考
証
の
正
し
さ
、

ご
ま
か
す
こ
と
の
な
い
デ
ィ
テ
ー

ル
の
正
確
さ
で
貫
か
れ
、
ま
た
時

に
大
胆
な
空
想
も
あ
り
、
乗
り
物

を
表
現
す
る
以
上
に
苦
労
が
あ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

開
花
前
線
と
リ
ン
ク
し
た
よ
う

に
、
画
廊
入
り
口
正
面
に
飾
ら
れ

た
「
桜
の
如
く
」
と
題
さ
れ
た
作

品
は
、
大
袖
の
水
呑
み
の
緒
、
懸

け
緒
が
大
鎧
の
逆
板
の
総
角
に
、

当
た
り
前
の
話
だ
が
正
し
く
結
ば

れ
て
い
る
。
人
の
激
し
い
動
き
に

対
し
袖
が
定
位
置
に
戻
る
た
め
の

必
須
で
あ
る
が
、
こ
の
当
た
り
前

を
刀
剣
業
界
に
は
知
る
者
が
少
な

の
勅
書
を
下
し
、
翌
四
年
一
月
の
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
に
勝
利
を
収
め
て
参
内

し
た
世
子
元
徳
に
対
し
、
天
皇
が
徳
川

慶
喜
追
討
の
功
績
を
賞
し
て
下
賜
さ
れ

た
刀
で
す
。
そ
れ
に
し
て
は
刀
の“
格
”

と
い
う
も
の
が
足
り
な
い
の
は
、
長
州

藩
が
ま
だ
信
用
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、

朝
廷
も
御
手
元
不
如
意
な
の
か
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

　

書
附
物
も
多
数
出
品
さ
れ
て
い
る
。

小
生
の
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
周
布
政

之
助
で
あ
る
。
写
真
や
肖
像
画
、
ガ
ラ

ス
杯
、
萩
焼
河
豚
形
徳
利
、
さ
ら
に
木

戸
孝
允
の
描
い
た
戯
画
も
残
っ
て
い
る

周
布
は
長
州
藩
大
組
士
。
村
田
清
風
の

薫
陶
を
受
け
て
藩
政
改
革
に
取
り
組

み
、
保
守
派
と
の
政
争
を
繰
り
広
げ
た

後
に
実
権
を
握
っ
た
。
吉
田
松
陰
や
高

杉
晋
作
ら
の
良
き
理
解
者
で
、
伊
藤
博

文
ら
の
密
航
留
学
に
も
尽
力
し
た
。

　

激
動
の
時
局
に
対
応
す
る
中
、
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
十
八
日
の
政

変
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
禁
門
の

変
、
第
一
次
長
州
出
兵
と
相
次
ぐ
情
勢

悪
化
に
よ
っ
て
追
い
込
ま
れ
、
山
口
の

寓
居
で
自
刃
。
こ
の
間
、
新
選
組
が
池

田
屋
を
襲
撃
し
、
吉
田
稔
麿
が
死
亡
し

た
り
、
四
国
艦
隊
の
下
関
砲
撃
に
対
し

て
、
高
杉
が
休
戦
交
渉
を
行
っ
た
り
し

て
い
る
。

　

自
刃
の
翌
年
の
慶
応
元
年
（
一
八
六

五
）に
は
、
高
杉
が
恭
順
派
を
打
倒
し
、

藩
論
を
武
備
恭
順
に
統
一
し
て
い
る
。

周
布
の
自
刃
は
四
十
一
歳
だ
か
ら
、
そ

れ
か
ら
数
カ
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
松
陰

く
、
名
刺
代
わ
り
の
作
品
に
一
本
取
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
当
世
具
足
の
兜
を
横
に
置
い

て
大
木
に
も
た
れ
、
木
洩
れ
日
に
ま
ど

ろ
む
ユ
ル
い
武
者
を
描
い
た
作
品
も
あ

り
、
氏
の
ペ
ー
ソ
ス
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
も
で
き
た
。

　

一
九
四
三
年
生
ま
れ
の
白
井
氏
だ
が
、

ま
だ
ま
だ
今
後
も
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ

ふ
れ
る
作
品
を
世
に
出
し
て
く
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。�

（
綱
取
譲
一
）

紺糸素懸威五枚胴具足

の
兄
民
治
が
松
下
村
塾
を
再
興
す
る
も

同
二
十
三
年
に
閉
鎖
。
四
十
年
に
松
陰

神
社
が
で
き
、
大
正
期
か
ら
昭
和
の
初

め
に
か
け
て
松
陰
は
維
新
前
期
の
英
雄

と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
く
。

土
佐
の
坂
本
龍
馬
が
、
司
馬
遼
太
郎
の

『
飛
ぶ
が
如
く
』
に
よ
っ
て
戦
後
、
維

新
の
英
雄
と
し
て
出
て
き
た
よ
う
に
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
、
過
激
で
あ

り
、
痛
烈
で
あ
り
、
万
民
の
共
感
を
得

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
の
で
き
な
い

こ
と
を
成
し
遂
げ
、
そ
し
て
早
世
し
て

し
ま
っ
た
人
間
に
は
、
英
雄
に
な
る
資

格
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
花
燃

ゆ
」
の
時
代
で
あ
る
。�

（
持
田
具
宏
）

■「
花
燃
ゆ
」
特
別
展
開
催
会
場

江
戸
東
京
博
物
館
＝
〒
１
３
０-

０
０
１

５ 

東
京
都
墨
田
区
横
網
一-

四-

一
☎
〇

三-

三
六
二
六-

九
九
七
四　

六
月
四
日
～

七
月
二
十
日

ア
ー
ツ
前
橋
＝
〒
３
７
１-

０
０
２
２ 

群

馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
五-

一-

一
六
☎
〇

二
七-

二
三
〇-

一
一
四
四　

八
月
一
日
～

九
月
六
日
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公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会「
新
作
日
本
刀 

研
磨 

外
装 

刀
職
技
術
展
覧
会
」

経
済
産
業
大
臣
賞
は
根
津
刀
匠
に

　

梅
雨
入
り
を
前
に
し
た
快
晴
の
六
月

六
日
㈯
、
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化

振
興
協
会
（
柳
井
俊
二
会
長
・
本
阿
彌

光
洲
理
事
長
）
主
催
の
第
六
回
「
新
作

日
本
刀 
研
磨 
外
装 

刀
職
技
術
展
覧
会
」

の
授
賞
式
が
長
野
県
坂
城
町
鉄
の
展
示

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
阿
彌
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
山

村
弘
坂
城
町
町
長
（
同
館
館
長
）、
若

林
健
太
参
議
院
議
員
、
徳
川
康
久
靖
国

神
社
宮
司
か
ら
祝
辞
が
披
露
さ
れ
、
宮

入
専
務
理
事
の
審
査
経
緯
報
告
、
小
野

常
務
理
事
の
審
査
講
評
の
後
、
賞
状
・

記
念
品
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
（
受
賞

者
名
は
前
号
に
既
報
）。

　

今
年
の
出
品
数
は
、
昨
年
に
比
べ
、

招
待
・
審
査
員
含
め
て
五
点
増
え
、
特

に
海
外
か
ら
の
申
請
が
七
点
あ
り
、
国

際
化
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

作
刀
部
門
の
ト
ッ
プ
と
な
る
経
済
産

業
大
臣
賞
は
、
宮
入
小
左
衛
門
行
平
刀

匠
師
か
ら
独
立
し
、
今
年
鍛
錬
場
を
開

設
し
た
根
津
秀
平
刀
匠
の
優
美
な
相
伝

刀
。
受
賞
の
弁
（
後
出
）
で
は
、
秘
め

た
思
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

高
山
常
務
理
事
が
閉
会
の
辞
を
述

べ
、
授
賞
式
は
終
了
し
、
懇
親
会
へ
と

移
り
ま
し
た
。
地
元
の
葡
萄
を
使
用
し

た
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
も
振
る
舞

わ
れ
、
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の
中
、
作

品
の
出
来
栄
え
を
喜
ぶ
顔
、
来
年
の
雪

辱
を
誓
う
顔
な
ど
、
真
摯
に
作
品
に
取

り
組
む
出
品
者
と
の
歓
談
の
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
盛
会
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
展
は
、
鉄
の
展
示
館
で
八
月
二
日

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
刀
部

門
の
技
術
の
高
さ
に
加
え
、
研
磨
部

門
で
も
名
刀
が
多
く
展
示
さ
れ
、
刀

装
各
部
門
も
加
わ
り
、
総
合
的
で
見

応
え
の
あ
る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
展
示
会
場
・
大
倉
集

古
館
が
改
装
に
入
り
、
制
約
も
あ
る

中
、
同
協
会
の
日
本
刀
文
化
振
興
に

一
層
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
伊
波
賢
一
）

催 事 情 報

　｢第20回公開研究発表会」を開催
します。日本における鉄の使用開始
から近代鉄鋼業の確立に至るまで、
歴史のすべての段階を世界的視野に
立って研究することを目指し、さま
ざまなアプローチの成果あるいは研
究途上でも報告できる場として、ま
た刺激的な講演会として好評を得て
います。今回は研究発表５件と依頼
講演２件を予定しています。併せて
平成27年度フォーラム総会とフォー
ラム研究奨励賞授賞式（受賞講演）
を開催します。多数のご参加をお待
ちしております。
日時：７月25日㈯10:00～17:00
会場：千葉工業大学津田沼キャンパ
　ス２号館３階大教室　 
プログラム：
・幕末欧米派遣留学生と製鉄業（第
５報） 元ＮＫＫ・室賀 脩
・万国博覧会にみる製鋼技術の第１
次革命　元新日本製鐵・堀口 浩
・官営八幡製鉄所の初期トラブルの
本質　日鉄住金ビジネスサービス
八幡・菅 和彦

　伊達政宗・石田三成・徳川家康な
どの戦国武将と埼玉県との関わりを
明らかにするとともに、甲冑や古文
書等から戦いに挑む出で立ちなど
を紹介。（一社）日本甲冑武具研究保
存会と㈱カプコンとの共催により、
ゲームキャラクターなども併せて展
示・紹介します。
　この度の特別展は、ゲームキャラ
クターへの関心を通して若い世代の
人たちにも埼玉県の歴史について学

・考古学から見た東北アジア地域の
鉄生産（受賞講演）　愛媛大学・笹
田朋孝
・高エネルギーＸ線を用いた日本の
鉄文化財の非破壊分析―微量元素
を指標とした原料の推定　東京藝
術大学・〇田中眞奈子／永田和宏
／伊藤真義
・砂鉄性状の違いが還元性に及ぼす
影響について⑴　〇谷井 宏／稲
角忠弘／寺島慶一
・南部藩たたら製鉄の炉壁材料（依
頼講演） 岩手県埋蔵文化財セン
ター・佐々木清文
・古代陸奥南部における製鉄炉の炉
壁について（依頼講演）　福島県文
化振興財団・門脇秀典
参加費：講演会2,000円、懇親会3,000
円（当日会場受付にてお払いくだ
さい）
申込締切：７月21日(火)
連絡問い合わせ・申し込み先：
　フォーラム幹事・佐藤公昭
　☎047-443-9208
　E-Mail：kera_k_sato@hb.tp1.jp

ぶ契機としていただくことをも目的
としています。「戦国BASARA」に登
場する上杉謙信や武田信玄といった
有名武将ゆかりの武具・甲冑を展示
するほか、エントランスには圧倒的
な存在感を放つ「伊達政宗騎馬像」
を設置、「戦国BASARA」特別ブース
では、博物館で初披露となるゲーム
中で使用された墨絵の原画などを迫
力あるサイズでご覧いただけます。
会期：７月18日㈯～８月30日㈰

■一般社団法人日本鉄鋼協会「鉄の技術と歴史」研究フォーラム

■埼玉県立歴史と民俗の博物館
〒330-0803 埼玉県さいたま市大宮区高鼻町４-219　☎048-645-8171
http://www.saitama-rekimin.spec.ed.jp/

第20回公開研究発表会・平成27年度フォーラム総会

特別展「戦国図鑑 ─Cool Basara Style─」

日本刀～刀職の魅力
　刀職には刀鍛冶（刀匠）・研師・白
銀師・鞘師・柄巻師・塗師・鐔師な
どがいますが、江戸時代まではさら
に細分化された専門の職方が刀剣類
の製作や保存に関わっていました。
今展では、現在新潟県内で活躍して
いる刀匠・山上千里則久（1940～：
刈羽村）、研師・倉島一（1947～：新
潟市）、塗師・小山光秀（1952～：新
潟市）の３師の仕事をご紹介します。
会期：６月12日㈮～８月２日㈰　火
曜休館

〈同時開催〉
十日町石彫プロムナードの作家たち2015
　現在、十日町市内には80点を超え
る彫刻作品が点在しています。それ
らは、昨年まで20年の間続けられて
きた「十日町石彫シンポジウム」で
作られ、設置された作品です。散歩
をしながら、あるいは公園で遊びな
がら彫刻に親しんでいらっしゃる方
も多いのではないでしょうか。今展
では、石彫シンポジウム参加作家
の中から西村文男（1948～）、横山徹

（1954～）、三木勝（1957～）、高田大
（1958～）の４名の作品をご紹介し
ます。それぞれの作品世界の広がり
をお楽しみください。

■星と森の詩美術館
〒948-0101 新潟県十日町市稲葉1099-１　☎025-752-7202
http://www.neptune.jstar.ne.jp/~hosimori/

　

大
阪
美
術
刀
剣
業
組
合
主
催
の
「
な

ん
ば
刀
剣
ま
つ
り
」
が
六
月
二
十
七
・

二
十
八
日
の
二
日
間
、
ミ
ナ
ミ
の
黒
門

市
場
近
く
の
大
阪
南
美
術
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
四
回
目
で
、
出

店
数
も
二
十
前
後
と
ま
だ
少
な
め
で
す

が
、
回
を
重
ね
る
度
に
展
示
内
容
は
充

実
し
、お
客
さ
ま
の
反
応
も
良
く
、開
催

を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

関
西
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
平
成

元
年
に
大
阪
・
堺
市
で
「
大
阪
刀
剣
ま

つ
り
」
を
開
催
し
た
の
が
最
も
古
く
、

そ
の
後
、
平
成
九
年
に
第
一
回
「
京
都

刀
剣
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
以

後
、
春
は
「
京
都
刀
剣
ま
つ
り
」、
秋

は
「
大
阪
刀
剣
ま
つ
り
」
が
定
着
し
、

お
か
げ
さ
ま
に
て
、
京
都
は
今
年
第
十

九
回
を
終
え
、
大
阪
は
第
三
十
七
回
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

に
開
催
し
ま
す
「
京
都
刀
剣
ま
つ
り
」

は
、
開
催
地
周
辺
で
行
わ
れ
る
剣
道
・

弓
道
・
居
合
道
の
全
国
大
会
に
参
加
さ

れ
る
方
が
来
訪
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

年
々
賑
や
か
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
特
に
若
い
女
性
の
お
客
さ

ま
が
目
立
ち
ま
し
た
。
刀
剣
を
テ
ー
マ

に
し
た
ゲ
ー
ム
が
ブ
ー
ム
で
す
が
、
バ

ー
チ
ャ
ル
な
世
界
を
飛
び
出
し
、
実
際

に
手
に
取
っ
て
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、

興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
今
回
初
出
店
の
日
本
刀
籏
谷
で

も
、
女
性
店
員
さ
ん
が
大
活
躍
で
し
た
。

　

ど
の
分
野
で
も
女
性
の
進
出
と
活
躍

が
顕
著
な
現
在
、
わ
が
業
界
も
女
性
の

お
客
さ
ま
の
増
加
は
底
上
げ
に
直
結

し
、
美
術
刀
剣
の
幅
広
い
普
及
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
主
催
で
、

大
阪
で
は
「
な
ん
ば
刀
剣
ま
つ
り
」、

京
都
で
は
「
み
や
こ
刀
剣
ま
つ
り
」
を

開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
で
の
「
大
刀
剣
市
」
に
比
べ
る

と
ま
だ
ま
だ
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す

が
、
関
西
に
お
い
て
も
刀
剣
業
者
の
長

年
の
尽
力
に
よ
り
、
地
道
に
「
刀
剣
ま

つ
り
」
を
開
催
し
続
け
て
い
る
こ
と
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

当
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
若
い
力

を
借
り
、
業
界
の
未
来
を
見
据
え
た
新

た
な
事
業
が
誕
生
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
望
む
も
の
で
す
。�

（
猿
田
慎
男
）

関
西
地
区｢

刀
剣
ま
つ
り｣

の
ご
案
内

若い女性客が目立った「京都刀剣まつり」

最高賞に輝いた根津刀匠

今年の会場となった鉄の展示館

根
津
秀
平
刀
匠
の
談

　

こ
の
度
、
経
済
産
業
大
臣
賞
と
い
う

望
外
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
ひ
と
え
に
今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
出

品
刀
を
作
る
中
で
私
は
、「
刀
鍛
冶

の
仕
事
と
い
う
の
は
、
鉄
を
錬
り
鍛

え
、
刀
と
い
う
も
の
を
生
み
出
す
過

程
で
、
そ
の
中
に
何
か
を
宿
ら
せ
て

い
く
営
み
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
そ
の
道

理
は
、
作
者
で
あ
る
私
に
、
喜
び
と

同
時
に
痛
み
も
も
た
ら
し
ま
す
。
し

か
し
、
喜
び
だ
け
で
な
く
、
人
間
が

成
長
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
痛
み
も

伴
う
営
為
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
は

こ
れ
か
ら
も
刀
を
作
り
続
け
て
い
く

の
で
す
。
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銀
座
長
州
屋

株
式
会
社  

眞 

玄 

堂

〒
１
０
１
–
０
０
４
４

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
１
–
７
–
17

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
２
５
２
–
７
８
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
２
５
１
–
１
４
１
９

〒
８
０
３
–
０
８
１
２

北
九
州
市
小
倉
北
区
室
町
２
–
２
–
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
３
–
５
６
１
–
０
４
４
９

株
式
会
社 

美
術
刀
剣
松
本

千
葉
県
野
田
市
清
水
１
９
９
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
–
７
１
２
２
–
１
１
２
２

メ
ー
ル
　info@

touken-m
atsum

oto.jp

松 

本  

富 

夫

松 

本  

義 

行

つ
る
ぎ
の
屋

冥 

賀  

吉 

也

冥 

賀  

亮 

典

茨
城
県
下
妻
市
下
妻
乙
１
７
２
の
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９
６
–
４
４
–
２
６
４
３

株
式
会
社 

刀
剣
柴
田

〒
１
０
４
–
０
０
６
１
　
東
京
都
中
央
区
銀
座
５
–
６
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
７
３
–
２
８
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
７
３
–
２
８
０
４

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.tokensibata.co.jp

赤
荻
刀
剣
店

赤  

荻     

稔

刀
剣
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹
林

森 

野  

幸 

男

拵
合
せ
致
し
ま
す

〒
１
６
０
–
０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
坂
町
６
番
１
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
３
５
３
–
８
８
１
０

生
き
た
研
ぎ
を
し
た
い

刀
剣
・
書
画
・
骨
董

株
式
会
社
　和
敬
堂

新
潟
県
長
岡
市
柏
町
１
–
２
–
16

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.w
akeidou.com

土 

肥  

豊 

久

土 

肥  

富 

康

飯
田
高
遠
堂

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
３
–
17
–
33

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
５
１
–
３
３
１
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.iidakoendo.com

飯
田 
慶
久

 
慶
雄

東
京
都
北
区
西
ヶ
原
４
–
35
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
７
６
–
１
７
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
７
６
–
８
４
１
９

中
央
区
銀
座
５
–
１
　
銀
座
フ
ァ
イ
ブ
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
５
８
–
８
０
０
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.seiyudo.com

奈
良
県
無
形
文
化
財
保
持
者

〒
６
３
３
–
０
０
７
３

奈
良
県
桜
井
市
大
字
茅
原
２
２
８
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
４
–
４
２
–
３
２
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
４
–
４
３
–
７
３
３
０

仮
店
舗
　
東
京
都
中
野
区
本
町
４
–
45
–
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
３
８
１
–
３
０
７
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.shoubudou.co.jp

月 

山  

貞 

利

東
松
山
市
高
坂
７
６
９
–
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
９
３
–
３
５
–
５
５
５
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
９
３
–
３
５
–
２
４
６
８

や
し
ま東

京
都
西
東
京
市
柳
沢
６
–
８
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
５
３
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
７
９
５
５

齋 

藤  

雅 

稔

や
し
ま東

京
都
西
東
京
市
柳
沢
６
–
８
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
５
３
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
７
９
５
５

齋 

藤  

　 久

㈱
日
本
刀
剣

〒
１
０
５
–
０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３
–
８
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
４
３
４
–
４
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
４
３
４
–
４
３
２
４

伊 

波  

賢 

一

大
阪
刀
剣
会

〒
５
４
２
–
０
０
７
３

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
２
–
７
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
６
–
６
６
３
１
–
２
２
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
６
–
６
６
４
４
–
５
４
６
４

吉 

井  

唯 

夫

甲
冑・刀
剣・刀
装
具 

福
隆
美
術
工
芸

東
京
都
中
央
区
銀
座
２
–
11
–
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
４
１
–
８
２
０
９

綱 

取  

譲 

一

丸
英
美
術
刀
剣
店

栃
木
県
小
山
市
乙
女
３
–
７
–
30

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
８
５
–
４
５
–
０
１
５
８

瀬 

下  
明 
　

瀬 

下  

昌 
彦

水
野 

美
行

日
本
刀
鞘
師

柴 
田  

光 

隆

刀
剣
・
古
美
術 

宗
亨
庵

〒
９
３
３
–
０
０
６
２

富
山
県
高
岡
市
江
尻
１
２
３
５
–
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
６
６
–
２
８
–
２
２
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
６
６
–
２
８
–
２
２
１
７

メ
ー
ル
　tsurugian0121@

docom
o.ne.jp

中  

村     

亨

刀
剣・古
美
術

優 

古 
堂

〒
１
３
５
–
０
０
４
５

東
京
都
江
東
区
古
石
場
１
–
２
–
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
６
４
３
–
３
２
２
８

刀
剣・古
銭・切
手・古
美
術
品（
売
買
）

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
４
–
31
–
10

携
　
帯
　
０
９
０
–
３
２
０
８
–
９
６
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
７
１
０
–
６
７
７
６

田
中 

勝
憲

代
表

代
表
取
締
役

三 

浦  
優 
子

代
表

福
岡
市
博
多
区
東
雲
町
１
–
４
–
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
２
–
５
８
１
–
１
７
２
８

売
買
、加
工
及
び
ご
相
談
承
り
ま
す

臼 
木  

良 

彦

刀
剣
研
師

黒 

田  

守 

寿

刀
剣
研
師

岡
山
県
岡
山
市
北
区
柳
町
１
–
４
–
８
–
２
Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
み
の
る
ガ
ー
デ
ン
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
５
３
５
０
–
８
５
１
３

携
帯
　
０
９
０
–
３
３
１
５
–
１
９
７
９

西
日
本
甲
冑
交
換
会

出
品
随
時
受
付
中

日
本
刀
籏
谷

籏
谷 

大
輔

事務局

毎月20日開催

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
２
–
20
–
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
博
多
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
５
３
５
０
–
８
５
１
３

携
帯
　
０
９
０
–
３
３
１
５
–
１
９
７
９

九
州
刀
剣
会
出
品
随
時

受
付
中

日
本
刀
籏
谷

籏
谷 

大
輔

事務局

毎月11日開催

刀
剣
・
小
道
具
・
鎧

刀
剣
・
書
画
・
骨
董

刀
剣
杉
田

豊
島
区
池
袋
２
–
49
–
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
８
０
–
１
４
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
９
８
０
–
１
４
６
３

メ
ー
ル
　info@

token-net.com

東
京
都
練
馬
区
関
町
北
２
–
７
–
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
９
２
８
–
０
０
６
２

墨   

賢 

藏

〒
１
４
２
–
０
０
６
３
　
品
川
区
荏
原
２
–
17
–
13

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
７
８
１
–
６
５
８
２

虹
雅
堂
美
術
舗

笠 

原  

泰 

明

一
般
社
団
法
人

〒
７
１
０
–
１
１
０
１

岡
山
県
倉
敷
市
茶
屋
町
１
７
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
６
–
４
２
０
–
０
０
６
６

倉
敷
刀
剣
美
術
館

佐  

藤     

均
東
京
都
中
央
区
銀
座
４
–
３
–
11 

松
崎
ビ
ル
４
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
６
３
–
２
５
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
６
３
–
２
５
５
３

株
式
会
社 

泰
文
堂

川 

島  

貴 

敏

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
２
–
28
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
７
２
８
–
３
３
２
３

株
式
会
社 

金
丸
刀
剣
店

金 

丸  

一 

三

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
２
–
４
–
13 

石
垣
ビ
ル
B1

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
５
２
９
７
–
８
１
４
４

株
式
会
社 

舟
山
堂

稲 

留  

修 

一

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
１
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
１
–
２
５
１
–
７
６
５
２

横
山
美
術

横 

山  

忠 

司

〒
１
１
３
–
０
０
３
４

文
京
区
湯
島
１
–
２
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０
–
５
４
７
３
–
０
０
５
５

研
誠
堂

石 

塚  

孝 

夫

杉
田 

侑
司

代
表

刀
剣
研
師

墨   

誠 

一

銀
座
　盛
光
堂

東
京
都
中
央
区
銀
座
８
–
11
–
14 

盛
光
堂
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
６
９
–
２
２
５
１
㈹

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.ginzaseikodo.com

齋  

藤     

恒

刀
剣・小
道
具・甲
冑
、売
買
、工
作
及
び
相
談
承
り
ま
す
。

株
式
会
社 
む
さ
し
屋

〒
５
９
０
–
０
０
２
５
　
大
阪
府
堺
市
堺
区
向
陵
東
町
１
–
２
–
19

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
２
–
２
５
１
–
８
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
２
–
２
５
７
–
２
８
８
５

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.m
usasiya.co.jp

猿
田 

慎
男

代
表
取
締
役

刀

　剣

古
美
術

飯 

塚
〒
３
３
７
–
０
０
１
５

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
蓮
沼
１
０
０
４
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
６
８
８
–
２
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
８
–
６
８
８
–
２
０
０
２

飯 

塚  

賢 

路

長
野
県
長
野
市
南
県
町
１
１
３
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
６
–
２
２
８
–
０
０
０
１

朝  

倉

　
　万  

幸

朝  

倉

　
　忠  

史

服
部
美
術
店

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３
–
５
–
12
・
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
２
７
４
–
５
１
７
０

新
堀
美
術
刀
剣

横
浜
市
旭
区
さ
ち
が
丘
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
５
–
３
６
４
–
２
８
９
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
10.ocn.ne.jp/ ~sim

bori

新
堀
孝
道
・
徹

　

　
　篤
史
・
賀
将

㈱

晴
雅
堂
清
水

〒
１
１
１
–
０
０
３
２
　
台
東
区
浅
草
２
–
30
–
11

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
８
４
２
–
３
７
７
７

平
成
名
刀
会

も
ち
だ
美
術

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
１
–
９
–
４
–
４
４
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
８
５
５
–
４
７
９
２

持 

田  

具 

宏

浅
草
観
音
裏

　
美
術
・
骨
董
・
書
画
・
工
芸
・
刀
剣
・
鎧

〒
１
１
０
–
０
０
０
３

台
東
区
根
岸
２
–
２
–
４
　
根
岸
相
馬
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
８
７
４
–
９
７
０
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.heiseim

eitokai.com

58.2530.8124

山
城
屋

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
１
–
21
–
８

嶋 

田  

伸 

夫

〒
８
６
９
–
２
６
１
２

熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
４
３
７
５
–
１

笹 

原  

俊 

和

〒
７
１
０
–
１
１
０
１

岡
山
県
倉
敷
市
茶
屋
町
１
７
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
２
０
–
９
６
３
–
４
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://katananokura.jp

美
術
刀
剣
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ「
刀
の
蔵
」

佐 

藤  

均

代
表
者

平成27年（2015）盛夏　暑中お見舞い申し上げます

印刷／株式会社日刊企画


